


幕
末
の
動
乱
期
、
国
の
病
を
治
す
道
を
選
ん
だ

勤
皇
の
志
士　

多
事
多
難
な
人
生

特
集

毛
呂
山
人
物
伝

 医者・国学者・勤皇の志士・神道家・国語学者

権田直助
毛
呂
本
郷
に
生
ま
れ
、
大お
お
や
ま山
阿あ

ふ

り
夫
利
神
社
（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）

に
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
権ご
ん
だ
な
お
す
け

田
直
助
。
そ
の
人
生
は
波
乱
に
満
ち
、

医
者
、
国
学
者
、
勤
皇
の
志
士
、
神
道
家
、
さ
ら
に
歌
人
、
書
家
そ

し
て
国
語
学
者
と
い
っ
た
様
ざ
ま
な
顔
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
数
々

の
業
績
を
残
し
た
直
助
で
す
が
、
そ
の
内
容
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
回
は
直
助
の
生
涯
を
た
ど
り
、
そ
の
足そ
く
せ
き跡
に
迫
り
ま
す
。

▲

権田直助肖像画（町指定文化財）

慶応２年（１８６６）、倒幕運動の

ため江戸薩
さつまはんてい

摩藩邸に入った直助が

毛呂郷平山村の斎藤実
じっぺい

平（初代毛

呂村長・平山左
さ じ ま

二馬）に送った肖

像画といわれている。

権
田
直
助
年
譜
（
年
齢
は
数
え
年
）

世
の
動
き

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
１
歳

１
月
13
日
、
入
間
郡
毛
呂
本
郷
に
漢
方

医
の
父
・
嘉か
し
ち七
、
母
・
久く

ら

こ

良
子
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。

文
政
８
年
（
１
８
２
５
）
17
歳

父
・
嘉
七
の
病
死
。

◆
外
国
船
打
払
令

文
政
10
年
（
１
８
２
７
）
19
歳

妻
・
菊き
く
こ子
を
娶め
と

り
、
母
へ
の
孝
養
と
家

事
を
託
し
、
漢
方
医
学
を
学
ぶ
た
め
江

戸
へ
出
る
。

天
保
元
年
（
１
８
３
０
）
22
歳

医
道
修
業
の
た
め
各
地
を
遊
歴
。

天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
25
歳

故
郷
に
戻
り
、
実
家
の
門
前
に
表
札
を

掲
げ
一
家
を
な
す
。

◆
天
保
の
大
飢き
き
ん饉

天
保
８
年
（
１
８
３
７
）
29
歳

国
学
四
大
人
の
一
人
、
平ひ
ら
た
あ
つ
た
ね

田
篤
胤
に
入

門
。
古
医
道
を
究
め
る
た
め
、
古
典
研

究
の
必
要
性
か
ら
国
学
の
道
に
入
る
。

天
保
12
年
（
１
８
４
１
）
33
歳

平
田
篤
胤
の
思
想
が
幕
府
批
判
と
と
ら

れ
、
江
戸
を
離
れ
た
た
め
、
直
助
も
や

む
な
く
帰
郷
す
る
。

嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）
40
歳

日
本
古
来
の
医
道
で
あ
る
皇こ
う
ち
ょ
う
い
ど
う

朝
医
道
を

研
究
し
、
日
本
最
古
の
薬
方
書
「
神し
ん

遺い

方ほ
う

」
を
詳
し
く
説
明
し
た
「
神
遺
方
経

験
抄
」
を
草
稿
。

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）

◆
ペ
リ
ー
浦
賀
に
来
航

安
政
５
年
ご
ろ
（
１
８
５
８
）

◆
蘭
方
医
安あ
ん
ど
う
ぶ
ん
た
く

藤
文
澤
、
多

数
の
幼
児
に
種し
ゅ
と
う痘
を
実
施

文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
54
歳

医
業
を
門
人
に
委ゆ
だ

ね
、
上
洛
し
上
流
社

会
の
人
び
と
に
国
学
を
論
じ
る
な
ど
、

尊
王
攘
夷
運
動
に
傾
倒
す
る
。

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
59
歳

糾き
ゅ
う
ご
う
し
ょ
と
ん
し
ゅ
う
た
い

合
所
屯
集
隊
・
大
監
察
と
し
て
苅か
り

田た

積つ
み

穂ほ

の
名
で
薩
摩
藩
邸
に
入
り
、
薩
摩

藩
邸
焼
討
事
件
に
関
わ
る
。

◆
大
政
奉
還

◆
坂
本
龍
馬
暗
殺

◆
王
政
復
古
の
大
号
令

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）

◆
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
61
歳

刑
法
官
監
察
知
事
に
任
命
さ
れ
る
。
新

政
府
に
よ
る
大
学
校
設
立
の
際
に
は
中

博
士
に
任
命
さ
れ
、
皇
朝
医
道
の
専
任

教
授
を
務
め
る
。

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
63
歳

確
た
る
理
由
も
な
く
国
事
犯
の
嫌
疑
を

受
け
、
金
沢
藩
に
幽
閉
さ
れ
る
。

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
64
歳

政
治
一
切
を
断
念
し
、
国
学
の
研
究
に

従
事
す
る
。

◆
太
陰
暦
か
ら
太
陽
暦
へ

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
65
歳

大お
お
や
ま山
阿あ

ふ

り

夫
利
神
社
の
祠し
か
ん官
に
招
か
れ
、

そ
の
後
三
島
大
社
の
宮
司
を
兼
務
。

明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
73
歳

本
籍
を
大
山
に
移
す
。

明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
74
歳

皇こ
う
て
ん
こ
う
き
ゅ
う
じ
ょ

典
講
究
所
の
教
授
に
就
く
。

明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
75
歳

教
導
職
の
最
高
位
で
あ
る
大だ
い
き
ょ
う
じ
ょ
う

教
正
と
な

る
。

明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
79
歳

６
月
８
日
、
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
没
す
。

没
後
「
国こ
く
ぶ
ん
く
と
う
こ
う

文
句
読
考
」
が
出
版
さ
れ
る
。
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特集　権田直助

Moroyama 人物伝

　

江
戸
時
代
末
期
、
八は

ち
お
う
じ

王
子
道み

ち

が
通
り
、

市い
ち

が
開
か
れ
る
な
ど
、
賑に

ぎ

わ
い
を
見
せ
て

い
た
毛
呂
本
郷
。
こ
の
地
に
、
権
田
直
助

は
文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
１
月
13
日
生

を
受
け
ま
し
た
。
権
田
家
は
代
々
医
者
を

生な
り
わ
い業

と
し
、直
助
の
祖
父
・
又ま

た
ざ
え
も
ん

左
衛
門
、父
・

嘉か
し
ち七

と
も
技
量
が
高
く
、
人
び
と
か
ら
信

頼
さ
れ
た
医
者
で
、
経
済
的
に
も
裕
福
な

家
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

少
年
期
の
直
助
は
、向
学
心
に
あ
ふ
れ
、

父
よ
り
医
書
を
学
び
、
漢か
ん
せ
き籍
を
同
郷
の
先

輩
で
あ
る
下し
も
だ
そ
こ
う

田
素
耕
か
ら
学
ん
で
知
識
を

得
て
い
た
よ
う
で
す
。高
い
才
能
を
持
ち
、

覚
え
は
よ
か
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
は
、
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
諸
外

国
船
が
日
本
に
来
航
し
、
通
商
を
求
め
て

き
て
お
り
、
幕
府
は
対
応
に
苦
慮
し
て
い

ま
し
た
。
時
代
は
、
幕
末
の
動
乱
期
に

向
か
い
、
経
済
状
況
の
悪
化
か
ら
、
人
び

と
は
厳
し
い
生
活
を
強し

い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
な
か
、
直
助
は
医
業
の
道

に
進
む
べ
く
、
学
業
に
精
進
し
ま
す
が
、

17
歳
の
時
、
父
親
が
病
死
し
て
し
ま
い
、

家
業
を
継
ぐ
ま
で
の
技
量
は
な
い
と
悟

り
、
最
良
の
師
を
求
め
て
江
戸
に
出
て
い

ま
す
。

　

直
助
は
漢
方
医
と
し
て
一
家
を
な
し
ま

す
が
、
そ
の
向
上
心
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

道
に
進
ん
で
い
ま
す
。
日
本
古
来
の
医
道

の
復
興
に
心
血
を
注
い
だ
医
者
と
し
て
、

尊
王
思
想
か
ら
倒
幕
運
動
に
命
を
か
け
た

勤
皇
の
志
士
と
し
て
、
さ
ら
に
国
学
者
、

神し
ん
と
う道

家か

、
国
語
学
者
と
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
歌
人
、
書
家
と
し
て
の
才

能
も
発
揮
し
て
い
ま
す
。

▲毛呂郷大絵図の一部（天保４年）○印が直助の家

▲現在の毛呂本郷（毛呂本郷交差点北側）

▲

生地には埼玉県指定旧跡『権田直助

　生地』の標柱が建つ（岡部米店前）

直助の家

八王子道

権
田
直
助
年
譜
（
年
齢
は
数
え
年
）

世
の
動
き

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
１
歳

１
月
13
日
、
入
間
郡
毛
呂
本
郷
に
漢
方

医
の
父
・
嘉か
し
ち七
、
母
・
久く

ら

こ

良
子
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。

文
政
８
年
（
１
８
２
５
）
17
歳

父
・
嘉
七
の
病
死
。

◆
外
国
船
打
払
令

文
政
10
年
（
１
８
２
７
）
19
歳

妻
・
菊き
く
こ子
を
娶め
と

り
、
母
へ
の
孝
養
と
家

事
を
託
し
、
漢
方
医
学
を
学
ぶ
た
め
江

戸
へ
出
る
。

天
保
元
年
（
１
８
３
０
）
22
歳

医
道
修
業
の
た
め
各
地
を
遊
歴
。

天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
25
歳

故
郷
に
戻
り
、
実
家
の
門
前
に
表
札
を

掲
げ
一
家
を
な
す
。

◆
天
保
の
大
飢き
き
ん饉

天
保
８
年
（
１
８
３
７
）
29
歳

国
学
四
大
人
の
一
人
、
平ひ
ら
た
あ
つ
た
ね

田
篤
胤
に
入

門
。
古
医
道
を
究
め
る
た
め
、
古
典
研

究
の
必
要
性
か
ら
国
学
の
道
に
入
る
。

天
保
12
年
（
１
８
４
１
）
33
歳

平
田
篤
胤
の
思
想
が
幕
府
批
判
と
と
ら

れ
、
江
戸
を
離
れ
た
た
め
、
直
助
も
や

む
な
く
帰
郷
す
る
。

嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）
40
歳

日
本
古
来
の
医
道
で
あ
る
皇こ
う
ち
ょ
う
い
ど
う

朝
医
道
を

研
究
し
、
日
本
最
古
の
薬
方
書
「
神し
ん

遺い

方ほ
う

」
を
詳
し
く
説
明
し
た
「
神し
ん

遺い

方ほ
う
け
い経

験け
ん
し
ょ
う
抄
」
を
草
稿
。

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）

◆
ペ
リ
ー
浦
賀
に
来
航

安
政
５
年
ご
ろ
（
１
８
５
８
）

◆
蘭
方
医
安あ
ん
ど
う
ぶ
ん
た
く

藤
文
澤
、
多

数
の
幼
児
に
種し
ゅ
と
う痘
を
実
施

文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
54
歳

医
業
を
門
人
に
委ゆ
だ

ね
、
上
洛
し
上
流
社

会
の
人
び
と
に
国
学
を
論
じ
る
な
ど
、

尊
王
攘じ
ょ
う
い夷
運
動
に
傾
倒
す
る
。

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
59
歳

糾き
ゅ
う
ご
う
し
ょ
と
ん
し
ゅ
う
た
い

合
所
屯
集
隊
・
大
監
察
と
し
て
苅か
り

田た

積つ
み

穂ほ

の
名
で
薩さ
つ

摩ま

藩は
ん
て
い邸
に
入
り
、
薩
摩

藩
邸
焼
討
事
件
に
関
わ
る
。

◆
大
政
奉
還

◆
坂
本
龍
馬
暗
殺

◆
王
政
復
古
の
大
号
令

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）

◆
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
61
歳

刑
法
官
監
察
知
事
に
任
命
さ
れ
る
。
新

政
府
に
よ
る
大
学
校
設
立
の
際
に
は
中

博
士
に
任
命
さ
れ
、
皇
朝
医
道
の
専
任

教
授
を
務
め
る
。

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
63
歳

確
た
る
理
由
も
な
く
国
事
犯
の
嫌
疑
を

受
け
、
金
沢
藩
に
幽
閉
さ
れ
る
。

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
64
歳

政
治
一
切
を
断
念
し
、
国
学
の
研
究
に

従
事
す
る
。

◆
太
陰
暦
か
ら
太
陽
暦
へ

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
65
歳

大お
お
や
ま山
阿あ

ふ

り

夫
利
神
社
の
祠し
か
ん官
に
招
か
れ
、

後
に
三
嶋
大
社
の
宮
司
を
兼
務
。

明
治
14
年
（
１
８
８
１
）
73
歳

本
籍
を
大
山
（
現
在
の
伊
勢
原
市
）
に

移
す
。

明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
74
歳

皇こ
う
て
ん
こ
う
き
ゅ
う
じ
ょ

典
講
究
所
の
教
授
に
就
く
。

明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
75
歳

教
導
職
の
最
高
位
で
あ
る
大だ
い
き
ょ
う
じ
ょ
う

教
正
と
な

る
。

明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
79
歳

６
月
８
日
、
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
没
す
。

没
後
「
国こ
く
ぶ
ん
く
と
う
こ
う

文
句
読
考
」
が
出
版
さ
れ
る
。
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文
政
８
年
（
１
８
２
５
）、
直
助
17
歳

の
と
き
、
父
親
が
他
界
。
最
良
の
師
を
求

め
、
19
歳
で
江
戸
遊
学
に
旅
立
っ
て
い
ま

す
。

　

江
戸
で
は
、
漢
方
医
学
の
第
一
人
者
で

将
軍
の
侍じ

い医
で
あ
っ
た
野の

ま間
広こ

う
し
ゅ
ん
い
ん

春
院
に
弟

子
入
り
し
、
ひ
た
す
ら
研
究
と
勉
学
に
励

み
ま
し
た
。
３
年
間
で
医
書
も
漢か
ん
せ
き籍

も
学

び
終
え
た
直
助
は
、
さ
ら
に
３
年
間
各
地

を
遊
歴
し
、
25
歳
で
念
願
の
家
業
を
継
ぐ

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。
そ
の
治
療
は
、

評
判
を
呼
び
、
患
者
も
多
く
集
ま
り
、
経

済
的
に
も
豊
か
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

弟
子
も
で
き
た
直
助
で
す
が
、
漢
方
医

学
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
そ
の
情
熱
は

 

日
本
古
来
の
医
道
へ
と
目
が
向
け
ら
れ
ま

す
。
漢
方
や
西
洋
の
処し
ょ
ほ
う方
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
日
本
に
は
神
が
遺の
こ

し
た
『
神し

ん
い
ほ
う

遺
方
』

と
い
う
日
本
最
古
の
薬
方
書
が
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
医
道
を
再
興
し
治
療

に
用
い
れ
ば
多
く
の
人
が
救
わ
れ
る
と

考
え
た
の
で
す
。
直
助
は
、
日
本
古
来

の
医
学
で
あ
る
古
医
道
を
究
明
す
る
に

は
、
古
典
研
究
が
重
要
と
考
え
、
国
学
四

大
人
の
一
人
、
平ひ
ら
た
あ
つ
た
ね

田
篤
胤
に
入
門
。
29
歳

の
と
き
で
し
た
。
篤
胤
の
も
と
３
年
の
間
、

皇こ
う
ち
ょ
う
い
ど
う

朝
医
道
の
研
究
に
情
熱
を
燃
や
し
ま
し

た
。
直
助
は
、
病
人
を
単
に
肉
体
的
な
人

間
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
精
神
的
な

部
分
も
重
要
で
あ
る
と
説
い
た
の
で
す
。

　

天
保
12
年
（
１
８
４
１
）、
33
歳
で
故

郷
に
戻
り
、
医
業
に
従
事
し
、
古
医
道
を

実
践
。
漢
方
医
を
廃
し
て
、「
皇
朝
医
家
」

の
看
板
を
掲
げ
、
古
医
道
に
よ
る
医
療
を

始
め
ま
し
た
。
し
か
し
評
判
は
上
が
ら
ず
、

生
活
は
困
窮
。
そ
れ
で
も
直
助
は
、
昼
夜

を
問
わ
ず
研
究
に
没
頭
し
、
そ
の
結
果
、

学
説
と
し
て
の
『
神
遺
方
』
を
よ
り
実
践

的
な
も
の
に
し
た
『
神し
ん
い
ほ
う
け
い
け
ん
し
ょ
う

遺
方
経
験
抄
』
を

書
き
上
げ
た
の
で
す
。
直
助
40
歳
の
と
き

で
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
古
医
道
に
関

わ
る
書
物
を
残
し
、
そ
の
功
績
は
江
戸
市

中
ま
で
知
れ
わ
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
、
直
助
54
歳

の
と
き
、
母
親
が
他
界
、
身
内
へ
の
心
配

が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
妻
と
共
に
上
じ
ょ
う

洛ら
く

。
世
は
攘じ

ょ
う
い夷

論
に
沸わ

い
て
い
る
と
き
で
、

直
助
も
時
代
の
波
に
の
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

古
医
道
を
研
究
す
る
直
助
に
は
、
平ひ
ら

田た

篤あ
つ

胤た
ね

の
思
想
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
篤
胤

は
『
古
事
記
伝
』
を
著
し
た
本も
と
お
り居

宣の
り

長な
が

の

流
れ
を
く
み
、
仏
教
や
儒
教
が
も
た
ら
さ

れ
る
以
前
の
神
と
つ
な
が
る
精
神
に
立
ち

返
ろ
う
と
い
う
復ふ
っ
こ古
神し

ん
ど
う道
を
唱
え
た
人
で

す
。
こ
う
し
た
日
本
古
来
の
精
神
文
化
の

優
位
性
を
説
く
思
想
が
、
尊
王
攘
夷
・
倒

幕
運
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
『
人
の
病
は
国
の
病
よ
り
小
さ
い
。
吾

は
先
ず
大
い
な
る
も
の
を
治
療
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
』
と
直
助
が
語
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
の
情
勢
を
憂う
れ

い
、

医
業
を
投
げ
打
っ
て
で
も
国
家
を
変
え
よ

う
と
す
る
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

こ
ろ
の
直
助
は
公
家
な
ど
の
上
流
社
会
の

人
び
と
と
盛
ん
に
交
流
し
、
国
学
を
論
じ
、

憂ゆ
う
こ
く国

の
真
心
を
説
く
な
ど
、
そ
の
活
動
は

目
覚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
国

家
を
変
え
よ
う
と
す
る
決
意
は
門
人
た
ち

も
同
様
で
し
た
。
倒
幕
に
対
す
る
強
い
意

志
表
示
と
さ
れ
る
足
利
三
代
木
像
梟き
ょ
う
し
ゅ首

事
件
（
足
利
将
軍
３
代
の
木
像
の
首
を
京

都
賀
茂
川
に
さ
ら
し
た
事
件
）
で
は
、
直

助
の
門
人
数
名
が
加
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
件
で
要
注
意
人
物
と
な
っ
た

直
助
で
す
が
、
相さ
が
ら
そ
う
ぞ
う

楽
総
三
の
糾

き
ゅ
う
ご
う
し
ょ
と
ん

合
所
屯

集し
ゅ
う
た
い
隊
に
大
監
察
苅か

り

田た

積つ
み

穂ほ

の
名
で
、
関
東

に
お
け
る
実
情
偵
察
や
後
の
倒
幕
運
動
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
薩さ
つ
ま
は
ん
て
い
や
き
う
ち

摩
藩
邸
焼
討
事

件
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
倒
幕
運

動
の
一
端
を
担
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の

後
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
、
戊ぼ
し
ん辰

戦
争
と
続

い
て
い
き
ま
す
。

 

慶
応
四
年
と
せ
と
い
ひ
け
る
年
の
正
月
の
な
か
ば

 

山
陽
道
鎮
撫
使
の
御
供
に
つ
か
へ
奉
り
て
湊
川
に

 

い
た
り
け
る
時
水
瀬
た
え
て
あ
り
け
れ
ば
よ
め
る

従
六
位
源
朝
臣
直
助

皇み
い
く
さ軍

の
馬
の
蹄

ひ
づ
め

も
ぬ
ら
さ
じ
と

み
な
と
か
は
ら
の
水
や
た
ゆ
ら
む

▲ 念願の尊王倒幕運動がかない、直

助が得意の絶頂にあったころの作品

（慶応 4年 1月）　（個人蔵）

▲古
 こ  い ほう

医方経
けいけんりゃく

験略（嘉永元年）

「神遺方経験抄」と同時期に作成したもので、古医道を

実地経験し、そのあらましを記述している（個人蔵）

『
医
者
・
権
田
直
助
』
日
本
古
来
の
医
道
に
没
頭

4広報もろやま  12月20日号

『
国
学
者
・
権
田
直
助
』
尊
王
攘
夷
・
倒
幕
運
動
に
傾
倒



特集　権田直助

Moroyama 人物伝

 

 　

　

明
治
維
新
で
は
、
王
政
復
古
が
実
現
さ

れ
、
国
学
者
の
主
義
主
張
が
貫
徹
さ
れ
ま

し
た
。
直
助
は
国
学
を
中
心
と
し
た
教
化

運
動
の
な
か
で
、
指
導
者
と
し
て
刑
法
官

監
察
知
事
、
大
学
校
で
皇こ
う
ち
ょ
う
い
ど
う

朝
医
道
の
専
任

教
授
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
維

新
当
初
に
政
治
を
動
か
し
た
国
学
中
心
主

義
も
、
急
激
に
広
ま
っ
た
西
洋
文
化
と
相

容
れ
ず
、
国
学
者
は
徐
々
に
社
会
や
政
府

か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

直
助
も
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）、

63
歳
で
確
た
る
理
由
も
な
く
国
事
犯
の
嫌

疑
を
受
け
、
金
沢
藩
に
幽
閉
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
政
治
一
切
を

断
念
し
て
、
国
学
の
研
究
に
従
事
。
こ
の

時
点
で
、
古
医
道
の
研
究
は
ひ
と
ま
ず
休

止
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）、
直
助
は
神

道
家
の
道
に
進
み
ま
す
。
大お
お
や
ま山
阿あ

ふ

り
夫
利
神

社
（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）
の
祠し
か
ん官

に
招

か
れ
、後
に
三
嶋
大
社
（
静
岡
県
三
島
市
）

の
宮
司
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。
明
治
元

年
（
１
８
６
８
）
に
行
わ
れ
た
神
仏
分
離

運
動
の
指
導
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
両
神

社
の
長
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
家
の
た

め
に
尽
力
し
て
き
た
直
助
に
と
っ
て
晩
年

の
仕
事
と
し
て
選
択
し
た
こ
と
は
、
苦
渋

の
決
断
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

国
学
が
も
は
や
時
代
に
相
容
れ
な
い
と

悟
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
直
助
の
向
上
心
は
尽
き
る
こ
と
な

く
、
神
社
再
興
の
先
駆
者
と
な
っ
て
い
く

の
で
す
。
そ
の
功
績
と
し
て
３
つ
の
事
業

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
１
つ
は
、
信
徒
の
組

織
化
を
行
い
、
信
仰
が
深
く
な
る
よ
う
布

教
活
動
の
教
化
を
行
い
ま
し
た
。
２
つ
目

は
、
祭
式
の
作
法
を
根
本
的
に
統
一
、
そ

れ
は
神
仏
分
離
後
、
神
道
界
の
基
準
と
な

る
も
の
で
し
た
。
３
つ
目
は
社
会
教
化
の

一
環
と
し
て
、
和
歌
を
選
ん
で
音お
ん

譜ぷ

を
定

め
、
完
全
な
謡う
た

い
物
を
作
っ
て
、
神
祭
葬

儀
の
と
き
な
ど
に
謡
っ
た
こ
と
で
す
。

　

か
く
し
て
、
直
助
は
苦く
り
ょ慮

の
末
、
大
山

を
永
住
の
地
と
定
め
、
明
治
14
年
（
１
８

８
１
）
に
本
籍
を
移
し
て
い
ま
す
。
そ
の

６
年
後
、
明
治
20
年
に
79
歳
で
こ
の
世
を

去
り
ま
し
た
。

　

多
方
面
に
活
躍
し
た
直
助
で
す
が
、
国

語
学
、
国
文
法
の
分
野
で
も
大
き
な
業
績

を
残
し
て
い
ま
す
。
明
治
20
年
（
１
８
８

７
）
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、
同
年
、
没
後

に
『
国こ
く
ぶ
ん
く
と
う
こ
う

文
句
読
考
』
が
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。
直
助
は
、
句
読
点
が
な
い
文
章
は
正

し
く
読
む
こ
と
が
で
き
ず
、
意
味
も
正
確

に
伝
わ
ら
な
い
と
し
て
、
文
章
の
構
造
と

句
読
点
の
関
係
、
句
読
点
の
必
要
性
を
説

き
ま
し
た
。

　

こ
の
『
国
文
句
読
考
』
は
、
日
本
で
初

め
て
出
版
さ
れ
た
句
読
点
に
関
す
る
学
術

書
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
で
は
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
、」

や
「
。」
で
す
が
、明
治
39
年
（
１
９
０
６
）

に
文
部
省
は
『
句
読
法
（
案
）』、
戦
後
の

昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）
に
は
『
く
ぎ
り

符
号
の
使
い
方
（
句
読
法
）（
案
）』
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
強
制
力
は
な

く
、
現
在
で
も
ま
だ
十
分
に
決
め
ら
れ
て

は
い
ま
せ
ん
。
直
助
が
い
か
に
早
く
か
ら
、

国
文
法
、
文
章
表
現
の
大
切
さ
を
考
え
て

い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

▲大山阿夫利神社に建つ直助の銅像

（神奈川県伊勢原市）

▲神教歌譜（復刻本）、神祭葬儀に使う歌謡で、

音節、譜を直助がつけたもの

▲国文句読考（明治20年出版）

（個人蔵）

▲三嶋大社拝殿（静岡県三島市）

5 広報もろやま  12月20日号

『
神し

ん
と
う道

家か

・
権
田
直
助
』
神
社
再
興
の
先
駆
者
と
し
て
尽
力

『
国
語
表
記
の
始
祖
・
権
田
直
助
』



◆
企
画
展
の
趣
旨

　

こ
れ
ま
で
、
権
田
直
助
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
生
誕
２
０
０
年
を
記
念

し
て
３
年
前
に
企
画
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
難
解
な
部
分
も
多
く
、
整
理
に
時
間

を
要
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
郷

土
の
偉
人
と
し
て
、
多
く
の
人
に
注
目
し

て
ほ
し
く
て
、
今
回
の
企
画
展
と
な
り
ま

し
た
。

◆
直
助
の
最
大
の
功
績
と
は

　

功
績
が
多
く
て
、
簡
単
に
は
答
え
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
尊
王
攘じ
ょ
う
い夷
・
倒
幕
運
動
に
参

加
し
、
倒
幕
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
幕
末
の
動
乱
期
に

国
の
病
を
治
す
が
ご
と
く
奔ほ
ん
そ
う走
し
た
姿
は
、

時
代
の
流
れ
だ
と
し
て
も
、
信
念
を
貫
き
、

勇
気
あ
る
行
動
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
さ
に
至
誠
の
人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
倒
幕

運
動
の
際
、
直
助
が
岩い
わ
く
ら倉

具と
も
み視

の
密み

つ
ぎ議

に

加
わ
り
内
命
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
す
。

明
治
維
新
の
王
政
復
古
と
い
う
精
神
は
国

学
を
中
心
と
す
る
政
治
思
想
で
あ
り
、
岩

倉
具
視
も
直
助
ら
の
影
響
を
受
け
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

◆
直
助
が
残
し
た
も
の

　

直
助
が
記
し
た
文
献
は
数
多
く
、
医
学

書
、
幕
末
の
行
動
日
記
、
国
文
法
に
関
す

る
書
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
も
、
時
世
の
歌
を
書
に
残
し

て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
と
と
も
に
、
直
助

の
書
を
町
内
で
も
多
く
の
人
が
所
有
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
作
品
を
見
て
も
、
書

に
長
け
、
歌
人
と
し
て
の
才
能
を
感
じ
る

も
の
で
す
。

　

多
く
の
功
績
を
残
し
、
称
え
ら
れ
る
べ

き
偉
人
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、

ど
な
た
か
歴
史
小
説
と
し
て
取
り
上
げ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
の
要
素
は
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

権
田
直
助
没
後
１
２
５
年
記
念
企
画
展

激動の幕末を駆け抜け
た郷土の偉人、まさに
至

し

誠
せ い

の人

権田直助研究の第一人者

内野勝
まさひろ

裕さん

郷土歴史講座で「権田直助の残

した足
そくせき

跡」について解説する

内野勝裕さん（毛呂山町文化財

保護審議委員会委員長）

10
月
14
日
～
11
月
16
日
、
企
画
展
『
郷
土
に
残
る
国
学

者
権
田
直
助
の
足
跡
』
を
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催

▲歴史民俗資料館で開催された権田

直助の企画展

▲

郷土の偉人・権田直助を知るため

の授業で企画展に訪れた埼玉医科大

学の学生

いせはら歴史解説アドバイザー

齊藤勢
せい

吾
ご

さん

ISEHARA・おもてなし隊代表で、

大山信仰や権田直助の調査研

究に携わっている。

句
読
点
の
表
記
と
神
教
歌
の
普
及
は

注
目
す
べ
き
功
績
で
す

◆
伊
勢
原
で
の
権
田
直
助

　

大お
お
や
ま山

阿あ

ふ

り
夫
利
神
社
が
あ
る
伊
勢
原
市
で

は
、
直
助
は
あ
ま
り
多
く
語
り
継
が
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
一
時
期
の
過
激
な
行

動
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
功
績
は
徐
々
に
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
明
治
維
新
に
お
け
る
貢
献
は
大
き
な

功
績
だ
と
思
い
ま
す
が
、
国
語
学
者
と
し

て
句
読
点
の
必
要
性
を
説
い
た
点
と
神
教

歌
を
普
及
し
た
点
は
注
目
す
べ
き
功
績
だ

と
思
い
ま
す
。

◆
直
助
の
功
績
を
広
め
た
い

　

直
助
没
後
に
出
版
さ
れ
た
句
読
点
に
関

す
る
書
物
は
、
勤
皇
の
志
士
と
は
無
関
係

の
国
文
学
者
と
し
て
の
著
述
で
す
が
、
世

間
的
に
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

句
読
点
学
の
第
一
人
者
・
大お
お
る
い
ま
さ
と
し

類
雅
敏
氏

に
「
句
読
点
の
バ
イ
ブ
ル
」
と
ま
で
い
わ

れ
た
ほ
ど
の
重
要
な
文
献
な
の
で
す
。
神

教
歌
も
、
直
助
が
世
に
広
め
た
も
の
で
す
。

私
は
、
こ
う
し
た
偉
業
を
世
に
広
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
直
助
の
魅

力
に
迫
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
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特集　権田直助

Moroyama 人物伝

資料提供（毛呂山町歴史民俗資料館）
P2 権田直助肖像画／ P3 毛呂郷大絵図／
P4 掛軸「皇軍の馬の蹄…」／ P5 神教歌
譜（復刻本）／ P7 有柳の可庵嗣号を祝
す歌

参考文献
毛呂山町史／新毛呂山町史／毛呂山町資
料集【第５集】草奔の志士『権田直助』
／権田直助先生伝／郷土歴史講座「郷土
に残る国学者権田直助の足跡」

●
い
ま
も
続
く
大

お
お
や
ま
も
う
で

山
詣

　

大お
お
や
ま山
阿あ

ふ

り

夫
利
神
社
へ
の
信
仰
と
し
て
、

参
詣
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
大
山
講
は
、

江
戸
時
代
に
は
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
現
在
も
大
山
詣
を
行
っ
て
い
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
一
人
、
大
山
節

分
会
の
福
田
忠
次
さ
ん
（
大
師
一
区
）
は

「
大
山
講
の
始
ま
り
は
農
民
信
仰
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
が
、
今
も
続
い
て
い
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
直
助
を
偲し
の

ん
で
の
参
拝
の
意

味
の
ほ
う
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
語
り
、
毎
年
、
宿
坊

に
泊
ま
る
の
が
楽
し
み
だ
と
い
い
ま
す
。

●
直
助
が
後
世
に
残
し
た
も
の

　

人
々
の
た
め
に
、
医
者
と
し
て
病
を
治

す
こ
と
に
専
念
し
、
や
が
て
国
家
の
病
を

治
す
ま
で
に
発
展
し
た
直
助
の
行
動
は
、

地
域
や
自
国
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
晩
年
、
毛
呂
本
郷
を

去
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
郷
土
へ
の
愛

着
は
次
の
歌
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

「
四よ

も

や

も

方
八
方
の
詠

な
が
め
め
宜

よ
ろ
し
み
あ
す
は
ね
の
一

本
杉
に
一
日
暮
さ
む
」

こ
れ
は
、
直
助
の
歌
を
門
人
た
ち
が
編
集

し
た
『
名な
ご
し
の
や
お
う
か
し
ゅ
う

越
舎
翁
家
集
』
に
出
て
い
る
一

首
で
す
。
阿あ

す

わ

諏
訪
の
一
本
杉
峠
に
登
り
、

一
休
み
し
て
詠
ん
だ
歌
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
歌
や
書
は
、
掛
け
軸
な
ど

に
残
さ
れ
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
足そ
く
せ
き跡
を
残
し
て
い
る
直
助
。
そ

の
原
点
は
、
人
び
と
へ
の
愛
で
あ
り
、
誰

か
を
助
け
た
い
と
い
う
信
念
が
道
を
切
り

開
い
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 

▲ 川角村出身の俳人・野口有
うりゅう

柳が

師匠の川村碩
せ き ふ

布の号別可
か あ ん

庵を継い

だことを祝って直助が贈った歌

▲直助自筆の書

（個人蔵）

▲出
い ず も

雲伊
い わ い

波比神社社号碑（明

治10年建立）文字は直助の書

によるもの

　
　
有
柳
雅
兄
の

　
　
故
碩
布
翁
の
別

　
　
号
を
継
て
可
庵
と

　
　
号
せ
ら
る
ゝ
事
を

　
　
こ
と
ほ
ぎ
侍
り
て
　
直
助

　
ゆ
ゝ
し
さ
よ
　
池
の
蛙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
音
た
ふ
か

　
　
聞
つ
く
か
ね
と

　
　
　
　
　
　
　
出
立
る
人

▲毎年、節分の日に合せ、大山阿夫利神社に

参拝をする大山節分会の皆さん

▲名
なごしのやおうかしゅう

越舎翁家集

門人により、直助の代表的な歌を編集

した歌集（個人蔵）

▲直助が医者として生きる自負や決意

を歌ったもの。落款（署名）に「武野

草医」（武蔵野の田舎医者）とある

（個人蔵）
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第41回毛呂山菊花展

出
いずも

雲伊
い わ い

波比神社の流
や ぶ さ め

鏑馬

ヤングフェスティバル2012

が的を射るたびに大きな拍手が沸
わ

き起こる！

年も見事に育てられましたざまな遊びに子どもたちも大満足

一の馬　乗り子　石井雄
ゆうだい

大くん（長瀬一区）
ニの馬　乗り子　大森雄

ゆうへい

平くん（平山）
三の馬　乗り子　稲垣結

きっぺい

平くん（毛呂本郷）

　11月３日、出雲伊波比神社で流鏑馬が奉納されました。秋の流鏑
馬は、各祭礼区が９月中旬から準備を始めます。乗り子は15歳前後
の少年が射

い て

手となり、10月下旬から精進を繰り返し、11月３日に祭
りの本番を迎えます。３日の本祭では、３つの祭礼区から選ばれた
乗り子が、矢

やまとう

的、センス、ノロシ、ムチなど様ざまな馬上芸を勇壮
に披露しました。なかでも、祭りのクライマックスでもある矢的では、

矢が的に当たるたびに訪れた多く
の観客から大きな歓声と拍手が沸
き起こりました。

　11月３日、ウィズもろやま（福祉会館）駐車場
で青少年相談員協議会主催の『ヤングフェスティバ
ル 2012』が行われました。今年も相談員のお兄さ
ん、お姉さんが工夫を凝らした遊びがたくさん用意
され、多くの子どもたちで賑

にぎ

わいました。恒例の
あたってポン！　をはじめとして、クラフトやスト
ラックアウトのほか、今年は迷路も作られ、子ども
たちに大好評でした。

　11月２日から４日まで、ウィズもろやま（福祉
会館）駐車場で『第41回毛呂山菊花展』が開催さ
れました。毛呂山菊花会の皆さんが丹精込めて育て
た色とりどりの菊が咲き競い、展示会場には多くの
来場者が訪れ、見事に大輪の花を咲かせた菊に見
入っていました。また、今年も町内各小学校の児童
により育てられた菊も展示され、友だちの名前を見
つけては、歓声をあげるなど、子どもたちも多く訪
れていました。

わだいの　　　選特
～カメラルポ～

様 今

矢
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交通安全母の会
埼玉県知事のメッセージ伝達式

もろ丸くんオリジナル
ナンバープレート交付開始！

第18回名球会メモリアルカップ
毛呂山少年野球大会「埼玉・教育ふれあい賞」を受賞！

ろ丸くんナンバーで町をＰＲ「安 心・安全　埼玉」を目指して

球の指導も真剣勝負！どもの居場所づくり活動が認められる

　11月１日から役場税務課で排気量50CC 以下の
原動機付自転車用の「もろ丸くんオリジナルナン
バープレート」が交付されました。このオリジナル
ナンバープレートは、町内在住の皆さんに、郷土に
より親しんでもらうため、また町外の人に町をア
ピールする目的で交付されることになりました。初
日には朝 5時前から並んでいる人もいて、一日で
44枚のナンバープレートが発行されました。

　10月18日、交通安全母の会から井上町長に対し、
埼玉県知事からの交通安全対策に対するメッセージ
が伝達されました。このメッセージは、悲惨な交通
事故を防止し、安全で安心して暮らせる社会を築く
ため、交通事故のない「安心・安全　埼玉」を目指
すよう発せられたものです。「人も車も自転車も基
本的な交通ルールを守り、町民総ぐるみで交通事故
防止に取り組みましょう」と交通安全母の会からも
町へ交通安全対策の一層の推進を望む声がありまし
た。

　埼玉県では、
学校・家庭・地
域の連携のも
と、県民と一体
となって教育に
関する取組を推
進するきっか
けとなるように
11月１日を「彩の国教育の日」としています。この「彩
の国教育の日」の取組の一環として、優れた教育活
動を実践している団体や学校を表彰するのが「埼
玉・教育ふれあい賞」です。今年度、毛呂山町にお

いて、放課後
子ども教室の
２教室が「埼
玉・教育ふれ
あい賞」を受
賞しました。

　11月４日と11日の２日間、大類ソフトボールパー
クを主会場に『第18回名球会メモリアルカップ毛呂
山少年野球大会』が開催されました。近隣市町のみ
ならず東京都から参加したチームもあり、今年も本
大会とジュニア大会にそれぞれ16チームが参加を
し、熱戦を繰り広げました。大会初日には、名球会
会員で元横浜大洋ホエールズ投手の平

ひらまつ

松政
まさ じ

次さんの
野球指導があり、子どもたちだけでなく、各チーム
の指導者たちも熱心に話を聞いていました。

東公民館「子ども教室」

図書館「木曜のあそびクラブ」

子 野

も
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もろやま「本の帯」コピーライター賞

第39回毛呂山町音楽祭

西入間支部・消防署連合特別点検

しい調べに惜しみない拍手の嵐

の感動を皆に伝えたいごろの訓練の成果を示す

　今年で第 2回目となる『もろやま「本の帯」コピー
ライター賞』の授賞式が11月11日、図書館で行わ
れました。この「本の帯」コピーライター賞は子ど
もたちに本にもっと親しんでもらうことを目的と
して、昨年から始められました。今年は、町内外の
小・中学生からおよそ400点もの応募がありました。
当日は、特別審査委員を務めた毛呂山町出身のタレ
ント・ダンカンさんも来館し、とても楽しい授賞式
になりました。

第19回産業まつり

呂山町の農・工・商業の祭典

　11月11日、泉野小学校で、『西入間支部・消防署
連合特別点検』が行われました。当日は、毛呂山町、
鳩山町、越生町の各消防団と西入間広域消防組合の
人員、服装、規律および機械器具の点検が行われま
した。消防団員や消防職員の規律のとれた動作や機
械器具を素早く作動させる動作などから日ごろの訓
練の成果をうかがうことができました。また、当日
は、管内の小学生を対象にした防火ポスターの表彰
式も行われました。

　11月10日、ウィズもろやま（福祉会館）で『第
39回毛呂山町音楽祭』が開催されました。当日は小・
中学生やサークル団体など16団体が出場し、日ご
ろの練習の成果を大勢の観客の前で披露しました。
澄んだ歌声や吹奏楽の美しい調べが次々と披露さ
れ、観客からの惜しみない拍手が会場を包んでいま
した。また、今年も最後に会場の皆さんと一緒に歌
うコーナーがあり、舞台と会場とが一体となり素晴
らしいハーモニーを奏

かな

でていました。

　11月17日、18日の２日間、毛呂山総合公園で『第
19回産業まつり』が開催されました。17日には今
年も友情都市の宮崎県木城町の人たちが来町し、出
店ブースには長蛇の列ができていました。18日は、
快晴に恵まれたこともあり、大勢の人が会場を訪れ、
買い物を楽しんでいました。また、同日「第４回ゆ
ず娘コンテスト」も行われ、大勢の観客が見守るな
か、新しいゆず娘３人（本紙表紙写真）が選ばれ、
大きな拍手を送られていました。

わだいの　　　選特
～カメラルポ～

美

日

毛

本
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第14回もろやまゆずの里ウォークゆるキャラさみっと in 羽
はにゅう

生

子ども大学にしいるま第13回鎌北湖紅葉まつり

雨のなか、秋の毛呂山を感じる日にるキャラに癒
いや

された 2日間

キドキ、ワクワク色いろな実験！面に映る紅葉も美しく

　10月６日、27日、11月３日、24日に明海大学・
城西大学で『子ども大学にしいるま』が開講されま
した。この講座は、坂戸市・毛呂山町・越生町の小
学５・６年生を対象に行われたもので、毛呂山町か
らも19人の小学生が参加し、様ざまな実験などに
取り組みました。講座は、液体窒

ちっそ

素を使っての実験
や塗り薬の作り方など子どもたちの知的好奇心を刺
激する内容ばかりで、受講した子どもたちは、目を
輝かせながら実験を楽しんでいました。

　11月23日、『第14回もろやまゆずの里ウォーク』
が開催されました。当日は、時折小雨の降るなか約
600人が参加をし、黄金色に色づいたゆず実る秋の
滝ノ入路を歩きました。今年も休憩所の桂木展望台
では、地元滝ノ入ボランティアによるゆず湯のサー
ビスが提供されました。また、滝ノ入オートキャン
プ場では、事業者による出店もあり、武蔵越生高等
学校和太鼓部「青龍」による力強い演奏のなか、お
弁当を広げ、昼食をとる人も多く見られました。

　11月24日、25日の２日間、羽生市の「羽生水郷
公園」で『第 3回ゆるキャラさみっと in 羽生』が
開催され、毛呂山町からも「もろ丸くん」が参加
しました。今年は、265体のゆるキャラが登場する
こともあり、2日間で29万５千人が来場しました。
訪れた人たちは、ゆるキャラと記念写真を撮ったり、
ご当地グルメに舌鼓を打ったりと笑顔があふれた 2
日間でした。

　11月25日、『第13回鎌北湖紅葉まつり』が秋晴
れの鎌北湖で行われました。美しく色づいた紅葉を
背景に、18日の産業まつりで選ばれたばかりのゆ
ず娘をモデルに、町内外から集まった大勢のカメラ
マンが熱心にシャッターをきっていました。また、
地元事業者による様ざまな飲食や農産物の販売のほ
か、からみもちやゆず湯のサービスもあり、訪れた
人は、深まる秋の一日を思い思いに楽しんでいまし
た。

小ゆ

ド湖
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ぼくらのキャンパス

 ☎ (295)1015　図書館へ行こう

児童館へ行こう
☎(295)4111
１月の休館日

　

「海の生き物えんぴつ立て」

367　光山小学校

14日(祝）を除く毎週月曜日、1日
(祝)～4日(金)、15日(火)、31日(木)

１月の休館日

■おはなしポッケ

■おはなし会■子ども映画会
日時　１月12日（土）
　午後２時～3時30分
定員　先着50人
内容　『ウォレスとグルミッ

ト　野菜畑で大ピンチ！』
　　みんなの町と野菜を救

え！　最強コンビの興奮と
感動の大冒険！

日時　１月26日（土）
　午後２時～２時30分
内容　おはなし、絵本の

読み聞かせ、紙芝居など
対象　3 歳から小学生ま

で。小さなお子さんは、
保護者同伴でご参加く
ださい。

 5年　酒巻　こころさん

「月と星」 　6年　菅
かん

野
の

　早
さ き こ

希子さん

3年　佐々木　倭
やまと

くん

「未来の毛呂山町」

毎週日 ･ 月曜日、1 日（祝）～４日（金）

■『かんたん♪　切り絵【入門】講座』
　未経験の人でも問題なし！　大人気☆切り絵講座
の入門編です。気軽に楽しく切り絵を始めましょう。
ボランティアも募集中！
日　時　１月23日（水）、30日（水）、２月13日（水）
　　　　午前10時～正午
場　所　図書館２階視聴覚室
講　師　都

と ど こ ろ

所　壯
たけし

さん
対　象　町内在住・在勤・在学者、経験者も大歓迎！
定　員　先着30人
参加費　無料
申込み　１月９日（水）午前９時30分から受付（電話可）

貸出点数（貸出期限）

　図書・雑誌・紙芝居など／ 1人10点まで（３週間）

　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人5点まで（２週間）

日時　１月８日（火）、22日（火）午前11時～11時30分
場所　図書館１階おはなしコーナー
内容　わらべうた、手あそび、絵本の読み聞かせなど
対象　０歳～３歳くらいの小さい子のためのおはなし会

■大人のためのおはなし会

■「父親クラブ」～パパと簡単クッキング～

■「幼児クラブ」に参加しませんか？
期　日　火曜コース／１月29日（火）～３月12日（火）
　　　　木曜コース／１月31日（木）～３月14日（木）
　　　　※各コースともに７回
時　間　午前10時15分～11時30分
内　容　体操・工作ほか
対　象　３、４歳児前後（平成20年４月２日～平成22年
　４月１日生まれ）の幼児と母親
※対象外の人はご相談ください。
定　員　先着15組（なるべく全日程参加できる人）
※参加者が少ない場合、どちらかのコースに変更または
中止の場合があります。
申込み　１月10日（木）午前９時から受付（電話可）
※申込みは１人１組です。

日　時　１月19日（土）　午前9時30分～
内　容　ホットビスケットとコーンチャウダー作り　
対　象　幼児、小学生とお父さん（家族で参加も大歓迎）
費　用　１人150円
※お釣りのないようにご協力をお願いします
持ち物　キッチンボウル、麺棒ほか（申込時に連絡します）
申込み　１月17日（木）まで費用をそえて児童館で随時受付
■遊びにおいでよ！　ぴょんぴょん広場

日　時　１月16日（水）、23日（水）
　　　　午前10時30分～11時30分
対　象　２歳前後の幼児と保護者
内　容　体操・工作など（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き

　いつもは子どもたちが聞いている「おはなし」を、
大人も楽しんでみませんか。
日　時　１月29日（火）午前10時～11時30分
場　所　図書館２階視聴覚室
対　象　大人ならどなたでも参加できます。
※保育を希望する場合は、前もってご連絡ください。
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歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
11
月
23
日
か
ら

開
催
し
て
い
る
第
17
回
特
別
展
「
尾
根
を

越
え
た
獅
子
舞
」
で
は
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
町
内
４
か
所
の
獅
子
舞
の
ほ
か
、
か

つ
て
行
わ
れ
て
い
た
出い

ず
も雲

伊い

わ

い
波
比
神
社
の

獅
子
頭
と
阿あ

す

わ
諏
訪
日ひ

え枝
神
社
の
獅
子
頭
も

展
示
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

阿
諏
訪
で
も
か
つ
て
は
、
日
枝
神
社
で

獅
子
舞
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
日
枝
神
社

は
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
に
雷ら

い
で
ん電

神
社

に
合ご

う
し祀
さ
れ
、
今
は
跡
形
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
獅
子
頭
は
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

明
治
25
年
（
１
８
９
２
）
11
月
２
日
の

祭
礼
記
録
に
は
、
祭さ

い
て
ん
や
く
し
ゃ

典
役
者
の
内
訳
が

次
の
と
お
り
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
だ

し
（
１
人
）
／
貝
（
２
人
）
／
は
や
し
子

（
11
人
）／
さ
さ
ら
子（
４
人
）／
大

お
お
ぐ
る
い狂（
１

人
）
／
獅
（
３
人
）
／
笛
（
７
人
）」（
阿

諏
訪
区
有
文
書
よ
り
。
か
っ
こ
内
の
人
数

は
古
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
名
の
人
数
）

阿
諏
訪
日
枝
神
社
の
獅
子
舞
は
、
合
祀
後

も
雷
電
神
社
に
場
所
を
移
し
て
明
治
の
終

わ
り
ご
ろ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
録
か
ら
阿
諏
訪
の
獅
子
舞
の
様

子
を
推
測
し
て
み
る
と
、「
獅
（
子
）」
役

は
３
人
で
、
導ど

う
し
ゃ者

で
あ
る
「
大
狂
い
」
が

１
人
つ
き
、
サ
サ
ラ
を
奏か

な

で
る
花
笠
が
４

人
、
笛
が
７
人
と
町
内
の
他
の
獅
子
舞
と

よ
く
似
た
獅
子
舞
の
形
式
だ
っ
た
よ
う
で

す
。「
だ
し
」
は
「
万ま

ん
ど
う灯

」
を
指
し
、「
貝
」

は
「
ほ
ら
貝
」
を
吹
く
人
で
し
ょ
う
。
さ

ら
に
囃は

や
し子

を
奏
で
る
人
び
と
が
多
く
い
た

よ
う
で
す
。
神か

ぐ
ら楽

な
ど
で
使
わ
れ
る
古こ

め
ん面

が
数
点
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
祭
礼

日
に
は
神
楽
も
賑に

ぎ

や
か
に
行
わ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

獅
子
の
呼
び
方
は
、
男お

じ

し
獅
子
・
女め

じ

し
獅
子
・

中な
か

獅じ

し子
と
い
い
、
滝
ノ
入
の
獅
子
舞
と
同

じ
で
す
。
獅
子
頭
の
形
も
ど
こ
か
滝
ノ
入

の
獅
子
頭
と
似
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

阿
諏
訪
の
獅
子
舞
は
今
は
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
古
い
記
録
か
ら
在
り
し

日
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

獅
子
頭
を

見
て
、
阿

諏
訪
の
獅

子
が
軽
や

か
に
舞
っ

て
い
た
姿

を
ぜ
ひ
想

像
し
て
み

て
下
さ
い
。

かつて使われていた阿諏訪の獅子頭

  

　
～ 

サ
ッ
カ
ー
好
き
な
子
　
み
ん
な
集
ま
れ
～
! ! 

～

　
　

Ｆ
Ｃ
パ
ル
セ
イ
ロ
ジ
ュ
ニ
ア

　
「
パ
ル
セ
イ
ロ
」
と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
「
親
し
き
仲
間
」
と
い
う
意
味
で
、サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
仲
間
を
作
ろ

う
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

左
の
写
真
の
エ
ン
ブ
レ
ム
は
、
毛
呂
山

町
の
地
図
の
上
に
伝
統
行
事
で
あ
る
流や
ぶ
さ鏑

馬め

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
す
！

　

パ
ル
セ
イ
ロ
は
、
毛
呂
山
町
で
唯
一
の

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
で
、
町
内
４
つ
の
小
学

校
か
ら
仲
間
が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
会
え
な
い
サ
ッ
カ
ー
の
好
き
な

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
、
た
く
さ
ん
の

仲
間
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

パ
ル
セ
イ
ロ
で
は
、
毎
年
１
月
３
日
に

は
、
子
ど
も
か
ら
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

コ
ー
チ
そ
し
て
Jr.
ユ
ー
ス
・
社
会
人
・
レ

デ
ィ
ー
ス
の
チ
ー
ム
の
選
手
も
一
緒
に
、

ク
ラ
ブ
全
員
で
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
初は
つ

蹴け

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
、
お
気
付
き
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
は
ク
ラ
ブ
で
も
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
内

に
は
Jr.
ユ
ー
ス
の

チ
ー
ム
も
あ
り
、

小
・
中
学
９
年
間

一
貫
の
育
成
を
し

て
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
少
年
団
で
よ

い
育
成
を
し
て
も

多
感
な
中
学
生
期

に
そ
の
育
成
を

止
め
て
し
ま
っ

て
は
何
に
も
な

り
ま
せ
ん
。
こ

の
一
貫
し
た
育

成
が
ク
ラ
ブ
を

支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
現
に

こ
の
Jr.
ユ
ー
ス

出
身
の
選
手
た

ち
が
社
会
人
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、
ま
た

コ
ー
チ
と
し
て
育
成
を
手
伝
い
、地
域
に
根

ざ
し
た
ク
ラ
ブ
と
し
て
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
仲
間
を
作
り
、
楽

し
み
、
毛
呂
山
町
を
担
う
大
人
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
パ
ル
セ
イ
ロ
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
サ
ッ
カ
ー
大
好
き
な
仲
間
を
募
集
中
！

初
め
て
で
も
大
丈
夫
。
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

で
遊
ぶ
の
が
好
き
な
ら
Ｏ
Ｋ
！　

君
も
パ

ル
セ
イ
ロ
の
か
っ
こ
い
い
エ
ン
ブ
レ
ム
を

つ
け
て
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
み
な
い
か
! !

スポーツしようよ！

練
習
日　

土
・
日
・
祝
日
の
午
後
１
時
～

日
没　

場　

所　

泉
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

会　

費　

年
会
費
２
４
０
０
０
円

問
合
せ　

Ｆ
Ｃ
パ
ル
セ
イ
ロ
ジ
ュ
ニ
ア
☎

０
９
０
―
１
１
２
９
―
７
３
４
４
石
井

文化財シリーズ 227
毛
呂山歴史散歩

阿
あ す わ

諏訪の獅子頭
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税金
休日納税相談窓口　１月27日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
　・　　役場税務課納税係☎内線 193・194

毎月末の土・日曜日は納税相談
・納入窓口を開設しています

公共施設電話案内

休日納入窓口　１月27日（日）
　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通
　帳と銀行届出印が必要）、納入相談
　・　　役場高齢者支援課保険料係
　　　　☎内線１５８・１５９

　･････日　時　　　　･････場　所
　･････定　員　　　　･････対象者
　･････料金・費用
　･････申込み　　　　･････問い合わせ先
☎･････電話番号　　　･････ファクス番号
　･････電子メールアドレス
　･････ホームページアドレス

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

　電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　☎（２９５）２１１２
　　（２９５）０７７１

information

インフォメーションインフォメーション

■図書館　　　　　　　　　☎（295）1015
■中央公民館　　　　　　　☎（294）1250
■東公民館　　　　　　　　☎（295）2277
■歴史民俗資料館　　　　　☎（295）8282
■総合公園体育館　　　　　☎（294）7179
■ウィズもろやま（福祉会館）、社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　☎（295）3111
　　　　　　　　　　　　　　　（295）7258
■保健センター　　　　　　☎（294）5511

広告

　
　

１
月
13
日
㈰
午
前
９
時
～
11
時

　
　

越
生
町
中
央
公
民
館
駐
車
場

内
容　

消
防
車
搭
乗
体
験
、
起
震

車
体
験
、煙
体
験
、模
擬
店
（
豚

汁
、
焼
き
そ
ば
の
無
料
配
布
）

な
ど

※
駐
車
場
は
、
越
生
小
学
校
北
側

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
越
生
町
中
央

公
民
館
体
育
館
で
、
式
典
の
み
実

施
し
ま
す
。

　
　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
総
務
課
警
防
担
当
☎
２
９

５
―
０
１
５
４

～
一
家
〝
暖
〟
ら
ん
エ
コ
ラ
イ
フ
～

　

暖
房
な
ど
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
が
増
え
る
冬
、
埼
玉
県
で

は
今
年
も
温
暖
化
対
策
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

～
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
～

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
を
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
納
付
が

猶ゆ
う

予よ

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
次
の
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
場
合
、
４
月
ご
ろ
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
再
申
請
の
用
紙
が

送
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料
を
未
納

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
障
害
年

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

平
成
24

　

年
度
の
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、

　

年
金
手
帳
、
印
鑑

※
前
年
に
所
得
が
あ
る
人
は
源
泉
徴

収
票
や
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど

　
　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
☎

　

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

消
防
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

住
民
参
加
型
の
出
初
式
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
小
さ
な
お
子

さ
ん
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
家
族
揃
っ
て
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　

温
暖
化
対
策
は
一
人
ひ
と
り
が

主
役
で
す
。
身
の
回
り
の
で
き
る

こ
と
か
ら
、
冬
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。　

　
　

埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対
策

課
☎
０
４
８
ー
８
３
０
ー
３
０

３
８

　　
「
平
成
24
年
度
越
生
、
毛
呂
山
班

児
童
生
徒
美
術
展
」
お
よ
び
「
越
生
、

毛
呂
山
班
特
別
支
援
学
級
児
童
生

徒
合
同
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

１
月
12
日
㈯
午
前
９
時
～
午

後
４
時
、
13
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午

　
　

中
央
公
民
館

　
　

泉
野
小
学
校
☎
２
９
５
ー
３

５
９
１
、
越
生
小
学
校
☎
２
９

２
ー
２
０
７
１

新保育園の名称が『ゆずの里保育園』に決定しました
　現在、平山地区に建設中の保育園の園名を募集した
ところ、町内外の27人から31点の応募をいただきま
した。厳選なる選考の結果、町内在住の石川育代さん、
松原君江さん、太田あゆみさんから応募のありまし
た毛呂山町立『ゆずの里保育園』と決定いたしました。
ご応募ありがとうございました。
　　役場子ども課保育係 
     ☎（295）2112 内線 137

冬
の
温
暖
化
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
25
年
消
防
団
出で

ぞ

め初
式

学
生
の
み
な
さ
ん
へ

美
術
展
お
よ
び
作
品
展
開
催

の
お
知
ら
せ
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広告

東松
山市
高坂

ピオニウォーク東松山 近日 展示場OPEN!!

広告

22

　

平
成
25
年
４
月
に
町
内
公
立

小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子

さ
ん
の
保
護
者
を
対
象
に
、
入
学

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
　

各
通
学
区
の
小
・
中
学
校

※
対
象
者
に
は
１
月
中
に
通
知
し

ま
す
。　

　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学

務
係
☎
内
線
５
３
１

 　　　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
が
あ
る
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
は
平

成
24
年
12
月
31
日
時
点
で
す
。
調

査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

埼
玉
県
総
務
部
統
計
課
商
工

統
計
担
当
☎
０
４
８
ー
８
３

０
ー
２
３
２
４
ま
た
は
役
場
企

画
財
政
課
企
画
係
☎
内
線
３
２

３

　
　

１
月
24
日
㈭
午
後
１
時
～
４

時
（
受
付
は
正
午
～
午
後
３
時

30
分
）

　
　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階

　
　

平
成
25
年
３
月
に
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
人
、１
～
３
年
以
内
の
既
卒
者

そ
の
他　

予
約
不
要
、
入
退
場
自

由
、
履
歴
書
複
数
持
参
、
求
人

企
業
情
報
を
来
場
者
全
員
に
配

布
し
ま
す
。
参
加
企
業
名
は
１

月
中
旬
に
当
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
予
定
。

　
　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
☎

０
４
８
ー
６
４
７
ー
４
１
８
５

　

http://w
w

w
.kotaikyou-

saitam
a.ne.jp/

～
１
１
０
番
は
犯
罪
や
事
故
に

あ
っ
た
と
き
の
緊
急
通
報
で
す
～

　

警
察
で
は
、
１
月
10
日
を
『
１

１
０
番
の
日
』
と
し
て
１
１
０
番

の
正
し
い
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

　

埼
玉
県
警
察
に
は
年
間
70
万
件

を
超
え
る
１
１
０
番
通
報
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
約

３
割
に
あ
た
る
約
22
万
件
が
緊
急

性
の
な
い
各
種
照
会
や
間
違
い
、

い
た
ず
ら
な
ど
の
通
報
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
通
報
が
、
緊
急
を
要
す

る
１
１
０
番
通
報
へ
の
対
応
を
遅

ら
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
・

苦
情
・
各
種
照
会
は
、
次
の
と
こ

ろ
ま
で
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
８
ー
８
２
２
ー
９
１
１

　

０
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

　

ま
た
、
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
人

や
言
葉
が
話
せ
な
い
人
が
事
件
や

事
故
に
あ
っ
た
と
き
な
ど
、
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
か
ら

警
察
へ
緊
急
通
報
す
る
手
段
と
し

て
メ
ー
ル
１
１
０
番
や
フ
ァ
ク
ス

に
よ
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番
が
利
用

で
き
ま
す
。

メ
ー
ル
１
１
０
番

　
　

http://saitam
a110.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番

　
　

０
１
２
０
ー
２
６
４
ー
１
１
０

　
　

西
入
間
警
察
署
☎
２
８
４
ー

０
１
１
０

学校名 入学説明会日時 受付時間
毛呂山小学校 2月　8日㈮ 13:55～ 13:30 ～ 13:50
川角小学校 2月　5日㈫ 14:00～ 13:45 ～ 14:00
光山小学校 2月12日㈫ 14:50～ 14:30 ～ 14:45
泉野小学校 2月　8日㈮ 13:40～ 13:20 ～ 13:40
毛呂山中学校 2月　7日㈭ 14:30～ 14:10 ～ 14:30
川角中学校 2月　6日㈬ 14:30～ 14:10 ～ 14:30

◆小・中学校入学説明会日程表◆

 　 役場産業振興課商工観光係☎（295）2112 内線 175

もろ丸くんからお礼とお知らせ
『ゆるキャラグランプリ2012』で、ぼくに投票
してくれた皆さん、どうもありがとう。エント
リーした865体のゆるキャラのうち、ぼくの順位
は133位でした。来年もよろしくね！

ご協力ありがとうございました
　役場職員互助会では、産業まつりで東日本大震
災義援金を募らせていただきました。結果 1,812
円のご協力をいただきましたので、日本赤十字
社を通じて被災地へと届けさせていただきます。
　　役場総務課職員係☎ (295)2112 内線 316

「もろ丸ワゴン」ができました！

求
人
企
業
合
同
面
接
会

『
１
１
０
番
の
日
』

平
成
24
年
「
工
業
統
計
調

査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
立
小
・
中
学
校
の
入
学

説
明
会
を
行
い
ま
す

毛呂山町役場　☎（295）2112・　（295）0771
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創業70年・確かな品質

・認定眼鏡士が快適なメガネをご提供

・電池交換：すぐ出来ます

・補聴器：ご試聴出来ます

メガネ・時計の串田

広告

毛呂山町　毛呂本郷3

☎049-294-0119

広告

1/17 木

～
高
齢
期
こ
そ

　
　
　
　
　

運
動
が
大
切
で
す
～

　

年
齢
と
と
も
に
身
体
の
機
能
は

衰
お
と
ろ

え
ま
す
。
機
能
低
下
を
予
防
す

る
に
は
毎
日
の
運
動
が
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
教
室
に

参
加
し
て
、
専
門
の
指
導
員
に
よ

る
運
動
方
法
を
身
に
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
　

65
歳
以
上
で
医
師
よ
り
運
動

制
限
の
指
示
の
な
い
人

内
容　

専
門
の
指
導
員
に
よ
る
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ス
ト
レ
ッ

チ
や
有
酸
素
運
動
、
バ
ラ
ン
ス

訓
練
な
ど
の
軽
体
操
）

日
に
ち　

１
月
17
日
㈭
、21
日
㈪
、

24
日
㈭
、
２8
日
㈪
、
２
月
４
日

㈪
、７
日
㈭
、14
日
㈭
、18
日
㈪
、

28
日
㈭
、
３
月
４
日
㈪
、
７
日

㈭
、11
日
㈪
、14
日
㈭
、18
日
㈪
、

21
日
㈭
、
25
日
㈪
〔
全
16
回
〕

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　

先
着
30
人

　
　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ

　

・　
　

１
月
４
日
㈮
か
ら
役
場

　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

　

☎
内
線
１
１
８
・
１
５
６
・
１

５
７
で
受
付

　

長
年
、
教
育
現
場
の
最
前
線
で

親
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響
力
の

大
き
さ
を
痛
感
し
て
き
た
親
野
さ

ん
。「
難
し
い
こ
と
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

発
想
の
転
換
・
心
が
け
で
子
ど
も

の
将
来
に
大
き
な
違
い
が
出
て
き

ま
す
」
と
述
べ
る
お
話
は
、
具
体

的
で
、
す
ぐ
で
き
る
ア
イ
デ
ア
が

多
く
、
全
国
各
地
の
教
育
講
演
会

で
大
人
気
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　

１
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30
分

　

か
ら
（
午
後
1
時
開
場
）

　
　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
（
福
祉
会

館
）
ホ
ー
ル

　
　

無
料

講
師　

親お
や
の野

智ち

か

ら
可
等
さ
ん
（
教
育

評
論
家
）

※
講
演
の
間
、
小
さ
い
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
し
ま
す
（
無
料
・
要

申
込
・
原
則
６
か
月
以
上
小
学
校

１
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
）。

　

・　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
学
習
支
援
係
☎
内
線
５
２
１

日
に
ち　

１
月
20
日
㈰

　
　

埼
玉
県
こ
ど
も
動
物
自
然
公
園

集
合　

武
州
長
瀬
駅
午
前
９
時

　
　

町
内
の
小
学
生

　
　

先
着
30
人

　
　

５
０
０
円

持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
お
や
つ
、

タ
オ
ル
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

主
催　

毛
呂
山
町
青
少
年
相
談
員

　
　

１
月
10
日
㈭
（
必
着
）
ま
で

　

に
官
製
は
が
き
に
①
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
②
住
所
、
③
電
話

　

番
号
、
④
学
校
名
、
⑤
学
年
、

⑥
保
護
者
氏
名
を
明
記
し
て
、

「
毛
呂
山
町
役
場
生
涯
学
習
課

学
習
支
援
係
も
ろ
っ
こ
ピ
ク

ニ
ッ
ク
係
」（
〒
３
５
０
―
０

４
９
３
毛
呂
山
町
中
央
２
―

１
）
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
１
月
10
日
㈭

以
降
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
☎
内
線
５
２
１

　　

最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
毛
呂
山
町
の
歴
史
を
『
新
毛
呂

山
町
史
』か
ら
解
き
明
か
し
ま
す
。

第
３
回　

毛
呂
山
の
弥
生
文
化

　
　

１
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

　
　

歴
史
民
俗
資
料
館

講
師　

歴
史
民
俗
資
料
館
職
員

　
　

先
着
40
人

※
『
新
毛
呂
山
町
史
』
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

共
催　

毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
、

町
史
研
究
会

　

・　
　

１
月
25
日
㈮
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
☎
２
９
５
ー
８

　

２
８
２
に
申
込
み

　

古
文
書
の
読
み
方
と
江
戸
時
代

の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

　
　

１
月
19
日
㈯
、２
月
２
日
㈯
、

２
月
16
日
㈯
（
全
３
回
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　

岡
田
昌ま
さ
は
る晴

さ
ん
（
歴
史
民

俗
資
料
館
専
門
調
査
員
）

　
　

先
着
25
人

　
　

無
料

　
　

歴
史
民
俗
資
料
館

持
ち
物　

筆
記
用
具

　

・　
　

１
月
17
日
㈭
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
☎
２
９
５
ー
８

　

２
８
２
に
申
込
み

日
に
ち　

２
月
23
日
㈯
中
学
生
以

下
男
女
の
部
、
２
月
24
日
㈰
一

般
男
女
の
部
、
シ
ニ
ア
男
女
の

部
（
男
女
と
も
50
歳
以
上
）

時
間　

両
日
と
も
に
午
前
８
時
30

分
開
場
、
午
前
９
時
開
始

健
康
づ
く
り
教
室

『
第
24
回
鎌
北
湖
オ
ー
プ
ン
』

卓
球
大
会
参
加
者
募
集

『
解
読
　
毛
呂
山
の
歴
史
』

参
加
者
募
集

子
育
て
講
演
会
『
今
い
ち

ば
ん
必
要
な
親
力
と
は
？
』

『
も
ろ
っ
こ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』

参
加
者
募
集

16広報もろやま  12月20日号

インフォメーションインフォメーション

『
や
さ
し
い
古
文
書
解
読
講
座
』

参
加
者
募
集



新年 「聞こえる」 からスタートしませんか!?

「認定補聴器技能者」のいる安心のお店

〈
車
の
送
迎
あ
り
〉
Ｔ
Ｅ
Ｌ
下
さ
い

広告

『縁結びレインボーパーティー 2013
　　～恋のかけはし～』を開催します

　
　

先
着
20
人
（
２
町
で
調
整
）

　

・　
　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
２

９
５
ー
３
１
１
１
（
電
話
可
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切　

　
　

総
合
公
園
体
育
館
（
大
谷
木

４
４
３
）

種
目　

男
女
各
シ
ン
グ
ル
ス

※
予
選
リ
ー
グ
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
資
格　

審
判
が
で
き
る
こ
と

ル
ー
ル  
現
行
の
日
本
卓
球
ル
ー
ル

お
よ
び
細
則
に
よ
る
（
試
合
▽

11
本
・
５
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
、
使

用
球
▽
白
球
40
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

　
　

申
込
み
用
紙
に
種
目
、
名
前

（
フ
ル
ネ
ー
ム
）、　

連
絡
先
の

電
話
番
号
を
記
入
（
所
属
チ
ー

ム
が
あ
れ
ば
、
チ
ー
ム
名
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
）
し
、
封
筒

に
「
卓
球
試
合
申
込
み
」
と
表

記
の
う
え
、
毛
呂
山
体
育
協
会

事
務
局
（
〒
３
５
０
―
０
４
５

２
毛
呂
山
町
大
谷
木
４
４
３
）

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
紙
が
な
い
場
合
は
、

前
記
内
容
を
記
入
し
た
用
紙
で
受

付
可
能
で
す
（
た
だ
し
、
同
一
種

目
で
２
人
以
上
申
し
込
む
場
合

は
、
ラ
ン
ク
順
に
記
入
の
こ
と
）。

申
込
締
切　

１
月
31
日
㈭
必
着

参
加
費  

７
０
０
円
を
次
の
口
座

へ
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
振

込
先
▽
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
口
座

番
号
▽
０
０
１
０
０
―
９
―
５

４
７
３
４
１
、
口
座
名
称
（
漢

字
）
▽
毛
呂
山
町
卓
球
連
盟
、

口
座
名
称
（
カ
ナ
）
▽
モ
ロ
ヤ

マ
マ
チ
タ
ッ
キ
ュ
ウ
レ
ン
メ
イ

（
他
行
か
ら
振
込
む
場
合
／
店

番
▽
０
１
９
、
預
金
種
目
▽
当

座
、
口
座
番
号
▽
０
５
４
７
３

４
１
）

※
振
込
み
用
紙
に
は
振
込
み
者
と

チ
ー
ム
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
試
合
申
込
み
用
紙
の

郵
送
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

①
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。
②
棄
権
者
の
参

加
費
は
返
還
し
ま
せ
ん
。
③
昼

食
は
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ

い
（
周
辺
に
食
堂
が
あ
り
ま
せ

ん
）。
④
中
学
生
以
下
の
部
で

出
場
し
た
人
は
、
一
般
の
部
に

も
参
加
で
き
ま
す
（
中
学
生
以

下
は
２
種
目
出
場
可
能
。
そ
の

場
合
、
参
加
費
は
２
種
目
分
必

要
に
な
り
ま
す
）。

　
　

毛
呂
山
町
体
育
協
会
☎
２
９

４
―
７
１
０
１

　

心
に
病
気
が
あ
る
人
が
生
活
し

や
す
い
街
づ
く
り
に
必
要
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
鳩
山

町
・
毛
呂
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
共
催
で
講
座
を
開
き
ま
す
。

　
　

１
月
17
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
、
24
日
㈭
午
前
10

時
30
分
～
午
後
２
時（
全
２
回
）

　
　

17
日
㈭
は
毛
呂
山
町
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
（
午

後
１
時
15
分
福
祉
会
館
に
集

合
）、
24
日
㈭
は
毛
呂
山
町
保

健
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
義
「
難
し
く
な
い
よ
♪

　

や
さ
し
く
学
ぶ
精
神
保
健
」、交

流
体
験
「
ク
ッ
キ
ン
グ
交
流
体

験
」

　
　

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
、
関
心
の
あ
る
人

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▽
20
万
円

　

ク
ラ
ブ
エ
コ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
ペ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

様

　　日高市役所企画財政部企画課　☎　042(989)2111

　埼玉県川越都市圏まちづくり協議会 ( 通称▽レインボー協議会 ) では、
出会いを求める未婚の男女の恋の橋渡しとなるよう交流パーティーを開催
します。11月に開催したパーティーが好評により、第２回目を企画しまし
た。地域の魅力と素敵な恋を見つける楽しい時間を過ごしてみませんか。
日　時　平成25年２月16日(土)午前10時～午後３時30分（予定）
会　場　日高市総合福祉センター「高麗の郷」( 日高市大字楡木 201 番地 )

　※駐車場完備
対　象　20～45歳くらいの未婚の男女。ただし、応募者多数の場合は抽選

とし、７市町 ( 川越市、坂戸市、鶴ヶ島市、日高市、川島町、毛呂山町、
越生町 ) 在住の人を優先させていただきます。

定　員　男女各60人
参加費　男性、女性ともに２，０００円（軽食・飲み物代）※アルコールの

提供はありません。
申込み　レインボーパーティー専用ホームページ（　 http://rainbow.noz
　ze.com/）にアクセスし、入力フォームに記入のうえ、お申し込みくだ

さい ( 携帯電話およびスマートフォンからも申込可 )。
応募期間　平成25年１月23日(水)まで
内　　容　男女別自分磨き（魅力アップ）講座、立食パーティー（カップ

リングゲームなど）　※レインボー協議会ならではの特色ある企画を準備
しています。

精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
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①
【
学
力
向
上
支
援
員
】

職
務
内
容　

小
・
中
学
校
で
の
授

業
支
援

募
集
人
員　

14
人
程
度

応
募
要
件　

小
・
中
学
校
で
、
特

に
、
国
語
、
算
数
・
数
学
、
英

語
の
指
導
が
可
能
な
人
（
小
学

校
教
員
免
許
、
中
学
校
教
員
免

許
所
有
者
お
よ
び
取
得
見
込
者
）

勤
務
日
数　

１
８
５
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

（
７
時
間
45
分
／
日
）

賃
金　

時
給
１
３
０
０
円
（
社
会

保
険
有
り
）

②
【
児
童
生
徒
支
援
員
】

職
務
内
容　

小
・
中
学
校
で
授
業

を
は
じ
め
学
校
生
活
全
般
へ
の

支
援
（
普
通
学
級
・
特
別
支
援

学
級
で
の
支
援
）

募
集
人
員　

16
人
程
度

応
募
要
件　

児
童
・
生
徒
の
健
全

育
成
に
対
し
て
、
幅
広
い
見
識

の
あ
る
人

勤
務
日
数　

２
０
１
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
５
～
６
時
間
／
日
）

賃
金　

時
給
８
０
０
円

③
【
生
徒
指
導
推
進
員
】

職
務
内
容　

中
学
校
で
生
徒
指
導

上
の
支
援

募
集
人
員　

２
人
程
度

応
募
要
件　

生
徒
指
導
（
非
行
防

止
な
ど
）
に
対
し
て
、
幅
広
い

見
識
の
あ
る
人
（
警
察
官
経
験

者
、
教
員
経
験
者
ま
た
は
教
員

免
許
所
有
者
な
ど
）

勤
務
日
数　

１
８
５
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日　

（
５
時
間
／
日
）

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

④
【
不
登
校
対
策
相
談
員
（
Ａ
・
Ｂ
）】

職
務
内
容　

児
童
・
生
徒
と
の
交

流
を
通
し
て
行
う
相
談
援
助
な
ど

募
集
人
員　

Ａ
２
人
・
Ｂ
２
人

応
募
要
件　

児
童
・
生
徒
の
健
全

育
成
、
教
育
相
談
に
対
し
、
幅

広
い
見
識
の
あ
る
人

勤
務
日
数　

Ａ
２
１
０
日
（
年

間
）・
Ｂ
１
０
０
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

５
時
間
／
日

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

【
①
～
④
共
通
事
項
】

勤
務
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
９
月

30
日
㈪

応
募
方
法　

１
月
18
日
㈮
ま
で

に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に

希
望
職
種
を
明
記
し
、
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
へ
提
出

選
考
方
法　

面
接
お
よ
び
論
文
試

験
（
４
０
０
字
程
度
）
を
実
施

し
選
考

　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎

内
線
５
３
２

※
職
務
内
容
な
ど
に
は
、
若
干
の

変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
【
学
校
用
務
員
】

職
務
内
容　

学
校
に
お
け
る
環
境

整
備
・
給
食
の
配
膳
な
ど

募
集
人
員　

６
人

勤
務
日
数　

２
２
９
日
程
度（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
２
時
45
分
（
５

時
間
／
日
）

※
休
憩
時
間
有
り

賃
金　

時
給
８
０
０
円

⑥
【
学
校
事
務
員
】

職
務
内
容　

町
費
会
計
事
務
な
ど

募
集
人
員　

６
人

勤
務
日
数　

２
１
７
日
程
度（
年
間
）

応
募
要
件　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
人
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
２
時
45
分
（
５

時
間
／
日
）

※
休
憩
時
間
有
り

賃
金　

時
給
８
２
０
円

⑦
【
学
校
給
食
補
助
員
】

職
務
内
容　

安
全
面
・
衛
生
面
に

配
慮
し
、
給
食
の
配
膳
を
行
う

募
集
人
員　

６
人

勤
務
日
数　

給
食
の
あ
る
日
で
１

９
９
日
程
度
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
午

前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

（
３
時
間
／
日
）

※
休
憩
時
間
有
り
、
学
校
に
よ
り

多
少
時
間
変
更
有
り

賃
金　

時
給
８
０
０
円

⑧
【
学
校
図
書
館
整
理
員
】

職
務
内
容　

司
書
教
諭
お
よ
び
図

書
館
担
当
教
諭
の
実
務
補
佐
な
ど

募
集
人
員　

６
人

勤
務
日
数　

児
童
・
生
徒
が
登
校

す
る
日
で
２
０
８
日
程
度
（
年
間
）

※
夏
季
休
業
中
に
５
日
程
度
の
勤

務
有
り

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
午

後
１
時
～
４
時（
３
時
間
／
日
）

※
学
校
行
事
に
よ
り
変
更
有
り

賃
金　

時
給
８
０
０
円

⑨
【
学
童
バ
ス
の
運
転
手
】

職
務
内
容　

毛
呂
山
小
学
校
児
童

の
送
迎

募
集
人
員　

３
人

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
所

有
者
（
面
接
時
に
免
許
証
を
持

参
の
こ
と
）

勤
務
日
数　

採
用
人
数
に
よ
っ
て

変
わ
り
ま
す
。
２
人
の
場
合
／

週
５
日
、
３
人
の
場
合
／
週
３

日
ま
た
は
４
日

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
午

前
７
時
～
８
時
、
午
後
２
時
30

分
～
４
時
30
分

※
学
校
行
事
に
よ
り
運
行
時
間
の

変
更
有
り

賃
金　

時
給
９
０
０
円

【
⑤
～
⑨
共
通
事
項
】

任
用
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
９
月

30
日
㈪

応
募
方
法　

１
月
18
日
㈮
ま
で

に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に

希
望
職
種
を
明
記
し
、
教
育
委

員
会
教
育
総
務
課
へ
提
出

選
考
方
法　

面
接
を
実
施
し
選
考

　
　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
☎

内
線
５
１
０
・
５
１
１

応
募
資
格　

①
教
員
に
つ
い
て
は

教
員
普
通
免
許
状
、
学
校
栄
養

職
員
に
つ
い
て
は
栄
養
士
免
許

状
ま
た
は
管
理
栄
養
士
免
許
状

を
所
有
し
て
い
る
人
ま
た
は
取

得
見
込
み
の
人
、
②
地
方
公
務

員
法
第
16
条
お
よ
び
学
校
教
育

法
第
９
条
の
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
人

※
応
募
の
際
は
、「
希
望
調
書
」

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
埼
玉
県
教
育
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（　

http://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/
rinjitekininyokyosyokuin/
rinjitekininyo.htm

l

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　

埼
玉
県
西
部
教
育
事
務
所
人

　

事
学
事
担
当
☎
２
４
２
―
１
８
０
５

町
立
小
・
中
学
校
の
臨
時
職

員
（
支
援
員
な
ど
）
の
募
集

埼
玉
県
公
立
小
・
中
学
校
臨
時
的
任
用

教
職
員
お
よ
び
非
常
勤
講
師
の
募
集
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■高額介護合算療養費について
　現在、医療費が高額になった場合は、医療保険（国民健康保険、後期高齢者医療制度、被用者保険）から月額の限度額
を超えた分が「高額療養費」として支給されています。また、介護サービス費用が高額になった場合は、介護保険から月
額の限度額を超えた分が「高額介護サービス費」として支給されています。
　さらに、みなさんの負担を軽減するため、平成23年８月１日から平成24年７月31日までの12か月間において、同一世
帯内で、医療保険の自己負担分と介護サービス費用の自己負担分の両方を負担した人がいる場合（注）、その自己負担額
の合計が下記の限度額を超えたときは、申請をすると限度額を超えた分が「高額介護合算療養費」として支給されます。
ただし、同一世帯内であっても、計算は対象年度の末日（７月31日）に加入している保険（国民健康保険、後期高齢者医
療制度、被用者保険など）ごとに行うのでご注意ください。

（注）　どちらかのみでは対象となりません。

■合算した場合の自己負担限度額（年額：平成23年８月1日～平成24年７月31日）

所 得 区 分
後期高齢者医療制度＋
介護保険（75歳以上）

被用者保険または国民健康保険＋
介護保険 (70歳以上75歳未満）

被用者保険または国民健康保険＋
介護保険 (70歳未満がいる世帯）

現役並み所得者
（上位所得者）

６７万円 ６７万円 126 万円

一　　般 ５６万円 ５６万円 ６７万円

低所得者 Ⅱ ３１万円 ３１万円 ３４万円Ⅰ １９万円 １９万円
※　限度額を超えた額が５００円未満の場合は支給されません。

■支給を受けるには申請が必要です。
　　対象になると思われる人は、住民課国保年金係または高齢者支援課高齢者医療係に申請書を提出してください。なお、
　次の要件に該当する人には後日通知します。
　国民健康保険被保険者または後期高齢者医療制度被保険者で、平成23年８月１日から平成24年７月31日までの１年間、

　引き続き同じ保険に加入していた人

  高額介護合算医療制度について
　　役場住民課国保年金係　☎（295）2112 内線 128
　　役場高齢者支援課高齢者医療係　☎（295）2112 内線 125、介護保険係☎内線 121

平成 25・26 年度入札参加資格審査申請の受付について
■毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合
受付期間　１月28日㈪～２月15日㈮　　　　　　　　　　業種・申請書様式
　　　　　午前９時～11時30分、午後１時～４時
　　　　　（土・日曜日、祝日は除く）
受付場所　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合
提出方法　持参または郵送（必着）
申請書類　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合ホーム　　　提出先・問合せ　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合
　ページからダウンロード　　　　　　　　　　　　　　　 総務担当（毛呂山町川角 1510）☎（294）9333
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 http://www.mohgesuidou.or.jp/

申請業種 申請書様式 フォルダーの色
建設工事

組合様式
イエロー

設計・調査・測量 グリーン
物品・その他 グレー

■西入間広域消防組合
受付期間　２月１日㈮～15日㈮　　　　　　　　　　　　業種　業種の分類は建設・業務・物品その他の３種類です。
　　　　　午前９時～11時30分、午後１時～４時　　　　  ※申請書類は、業種別に「建設（青）、業務（黄）、物品その
　　　　　（土・日曜日、祝日は除く）　　　   　　　　　　 他（緑）」と指定された色の A4 ファイルにとじて、提出し
受付場所　西入間広域消防組合総務課総務担当　　　　　　 てください。　　　　　　
提出方法　持参のみ（郵送は不可）　　　　　　　　　　　提出先・問合せ　西入間広域消防組合総務課総務担当 
申請書類　総務課総務担当で配布、または西入間広域消　　 （毛呂山町岩井 2451）☎（295）0147 内線 212
　防組合ホームページからダウンロード　　　　　　　　　　 http://www.119nishiiruma.jp/
■坂戸地区衛生組合
受付期間　２月１日㈮～28日㈭　　　　　　　　　　　　申請書類　平成25年１月15日㈫から坂戸地区衛生組
　　　　　午前９時～11時30分、午後１時～４時　　　　　合事務所で配布します。
　　　　　（土・日曜日、祝日は除く）　　　　　　　　　 提出先・問合せ　坂戸地区衛生組合庶務係（坂戸市上吉田 
受付場所　坂戸地区衛生組合事務所　　　　　　　　　　　 651-1）☎（283）3561
提出方法　持参のみ（郵送は不可）　　
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　肺炎は、死亡原因の中で第４位となっています。高齢者の肺炎では、急速に症状が進んだ場合、抗生物質な
どの治療が間に合わないことも少なくありません。このため、肺炎球菌による肺炎などの予防として、肺炎球
菌ワクチンが開発され、接種できるようになっています。
　町では、70歳以上の高齢者の健康づくりをお手伝いするため、肺炎球菌予防接種を受ける人の料金の一部
を助成しますので、この機会にぜひお受けください。

■助成対象：毛呂山町に住所がある人で、以下のすべてに該当する人
　　　　　　①接種日において、満70歳以上の人
　　　　　　②これまで（５年以内）肺炎球菌予防接種を受けたことがない人（助成は１回限りになります。）
　※脾

ひ

臓
ぞ う

を摘出した人は健康保険の適用があります。（１割もしくは２割の自己負担で接種ができます。）
■接種方法：事前に医療機関に予約し、保健センターへ予診票を申請してください。
■助成金額：町の助成金額は3,000円です。予防接種を希望する人は、予防接種料金から助成金額を差し引い
　　　　　　た額（3,000円〜4,000円）を医療機関の窓口でお支払いください。
■特　　徴：肺炎による感染症の約80パーセントに効果が期待されます。通常１回の接種で約５年間、免疫
　　　　　　が持続するといわれています。
■注　意　点：すべての肺炎を予防するものではありません。また、接種後、免疫（抗体）ができるまで平均約
　　　　　　１か月程度かかります。
　　　　　　注射部位の痛みなどの副反応が強く出ることがあるため、再接種（２回目の接種）は基本的に５
　　　　　　年間できません。（助成は１回限りになります。）
　　　　　　注射部位の腫

は

れ、痛み、軽い熱などがみられることがありますが、通常３日程度でおさまります。
　　　　　　なお、このワクチンの成分が原因となって肺炎を引き起こすことはありません。

　
　

１
月
９
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

　
　

役
場
相
談
室

　
　

障
害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

の
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族

相
談
内
容　

生
活
上
の
諸
問
題
な
ど

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎

内
線
１
１
６
・
１
１
７
、　

２

９
５
ー
２
１
２
６

　

町
内
在
住
・
在
勤
者
な
ど
の
写

真
愛
好
者
が
一
同
に
会
し
、「
親

睦
と
写
真
技
術
の
向
上
を
目
的
」

と
し
て
、
第
11
回
毛
呂
山
写
真
愛

好
者
作
品
展
を
行
い
ま
す
。風
景
・

花
・
野
鳥
・
祭
り
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
作
品
約
90
点
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

　

／
１
月
12
日
㈯
～
14
日
㈷
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）　　

／
東
公
民
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

主
催
／
毛
呂
山
写

真
愛
好
者
作
品
展
実
行
委
員
会　

後
援
／
毛
呂
山
町
、
毛
呂
山
町
教

育
委
員
会　
　

／
☎
２
９
４
―
５

１
２
１
大
谷
木

　

リ
ズ
ム
体
操
で
身
体
を
動
か
す

と
毎
日
が
元
気
に
明
る
く
若
々
し

く
過
ご
せ
ま
す
。　

　

／
第
１
・
第
３
木
曜
日
午
後
３

時
～
５
時　
　

／
中
央
公
民
館
視

聴
覚
室　

会
費
／
月
額
１
５
０
０

円
（
入
会
金
な
し
）　　

／
☎
２

９
４
―
７
３
８
３
山
口　

　

保
育
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　

／
１
月
16
日
㈬
、
２
月
13
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時　
　

／
養
光
保

育
園　
　

／
未
就
園
児
の
親
子

　

／
無
料　
　

・　

／
前
日
ま
で

に
養
光
保
育
園
☎
２
７
６
ー
１
４

７
３
に
申
込
み

 

バ
ザ
ー
ス
タ
ッ
フ
、
バ
ザ
ー
用

品
を
募
っ
て
い
ま
す
。
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

高齢者肺炎球菌の予防接種について
　　保健センター　☎（294）5511

医療機関名 所在地 電話番号 医療機関名 所在地 電話番号
埼玉医科大学病院 毛呂本郷３８ ２７６－１１２５ 市川医院 越生町越生９８１ ２９２－３０１１
長瀬クリニック 川角１３３－６ ２９５－０７０８ 越生メディカルクリニック 越生町黒岩１９９－１ ２７７－１１１９
根岸内科医院 下川原１７１ ２９５－３９５９ かあいファミリークリニック 越生町上野 1025 ２９９－６２２２
初野医院 長瀬７１８ ２９４－７７１３ 埼玉・長島クリニック 越生町越生東３－１－ 14 ２９２－７２２７
ゆずの木台クリニック 中央２－５－５ ２９５－５１５８ 伊利医院 坂戸市竹之内１９９ ２８１－０４３１
毛呂病院 毛呂本郷３８ ２７６－１４９６ 坂戸西診療所 坂戸市北峰３３ ２８９－５１１１

【指定医療機関（いずれも予約制です。また、医療機関は変更になる場合があります）】

『
リ
ズ
ム
ス
タ
ー(

リ
ズ
ム
＆
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操)

』
会
員
募
集

養
光
保
育
園
「
保
育
園
の

お
友
達
と
遊
び
ま
し
ょ
う
」

『
第
21
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
』
ご
協
力
の
お
願
い

『
第
11
回
毛
呂
山
写
真
愛
好

者
作
品
展
』

入
間
西
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
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バ
ザ
ー
日
時
／
２
月
17
日
㈰
午
後

１
時
～
３
時
30
分　

搬
入
・
準
備

／
16
日
㈯
午
前
９
時
か
ら　

会
場

／
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま（
福
祉
会
館
）

用
品
の
種
類
／
日
用
品
、
雑
貨
、

食
器
、
野
菜
と
食
品
、
寝
具
・
タ

オ
ル
類
な
ど
（
大
型
家
具
・
家
電

製
品
な
ど
は
取
り
扱
え
ま
せ
ん
）

　

／
児
童
養
護
施
設
神
愛
ホ
ー
ム

・
神
愛
ホ
ー
ム
後
援
会（
大
谷
木
２

１
４
―
１
）☎
２
９
４
―
０
０
４
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／
２
月
７
日
㈭
午
後
2
時
～
4

時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）　　

／
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま（
福
祉
会
館
）

第
３
会
議
室　

内
容
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①
相
続
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基
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識
（
相
続
の
手
続
き
と

流
れ
、
現
行
の
相
続
税
の
仕
組
み
、

実
務
事
例
紹
介
）
②
遺
言
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す
す
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遺
言
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基
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則
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遺
言
書
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類
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メ
リ
ッ
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デ
メ
リ
ッ
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な
ど
）　
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師
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税
理
士
・
行

政
書
士
星ほ
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だ
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／
無
料　
　

・

　

／
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務
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―
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―
２
４
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４
９
３
―
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―
３
６
９
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に

申
込
み

　

音
楽
の
好
き
な
人
な
ら
ど
な
た

で
も
！　

特
に
小
学
生
（
親
子
一

緒
で
も
Ｏ
Ｋ
）
一
緒
に
音
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
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／
第
１
・
第
３
土
曜
日
午
後
１

時
30
分
～
３
時　
　

／
東
公
民
館

会
費
／
年
額
１
０
０
０
円
（
入
会

金
な
し
）　　

／
☎
２
９
４
―
６

３
２
５
栗
原　

　

美
し
い
表
現
力
を
学
び
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
歓

迎
。
体
験
も
あ
り
ま
す
（
５
０
０
円
）。

　

／
毎
週
土
曜
日
初
級
午
前
９
時

～
、
中
級
午
前
10
時
30
分
～　
　

／
東
公
民
館　

持
ち
物
／
ダ
ン
ス

靴
ま
た
は
上
履　

会
費
／
月
額
２

５
０
０
円（
入
会
金
１
０
０
０
円
）

　

／
☎
０
８
０
―
４
３
５
０
｜
２

２
７
３
片か
た

居い

ぎ木

　

素
敵
な
ラ
テ
ン
の
音
楽
に
っ
て

楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓

迎
。
体
験
も
あ
り
ま
す（
５
０
０
円
）。

　

／
毎
週
木
曜
日
初
級
午
後
６
時

30
分
～
、
中
級
午
後
８
時
～　
　

／
東
公
民
館　

持
ち
物
／
ダ
ン
ス

靴
ま
た
は
上
履　

会
費
／
月
額
２

５
０
０
円（
入
会
金
１
０
０
０
円
）

　

／
☎
０
９
０
―
８
１
７
５
｜
０

１
７
５
嶋
田　

　固定資産税や都市計画税は、毎年１月１日現在で存在する建物の所有者に課税されます。年内およびそれ以
前に次の①〜③に該当する人で、家屋調査などを受けていない場合はご連絡をお願いします。
①新築・増築をした、または年内に新築・増築が完成予定
②建物の全部または一部を取り壊した
③火災・地震などの災害により、建物に大きく傷みが生じた
※建物の大きさに関わらず、物置・車庫などについても、固定資産税などの課税対象となるものがあります。
■家屋調査について
　家屋を新築または増築した場合、建築年の翌年度からの課税となるため、評価額を算出するための家屋調査
を行っています。家屋調査では、国の定めた基準により、屋根・外壁・天井・内壁・床・設備などの仕上げ部
材を確認します。キッチン・トイレなどについても確認させていただきますので、ご了承ください。
　また、毛呂山町内全域を対象として家屋の現況調査も随時行っています。この調査はより一層の適正な固定
資産税評価額を算出するためのもので、固定資産課税台帳の記載内容と現況の建物が一致しているかを現地で
実際に確認します。調査への皆さまのご理解・ご協力をお願いします。
※東日本大震災で被災、もしくは福島第一原子力発電所の警戒区域内にある家屋の所有者などが、その代わり
として毛呂山町内に家屋や土地を取得した場合、固定資産税などの特例に該当する可能性がありますので税務
課資産税課税係までご連絡をお願いします。

　事業用の資産（土地・家屋以外のもの）は、償却資産として固定資産税の課税対象となります。償却資産を
所有している人は平成25年１月１日現在の状況を申告する必要があります。
申告期限　平成25年１月31日（木）まで
申告場所　役場税務課資産税課税係
※平成24年度分の償却資産の申告をした人には、申告書を郵送しますので申告期限までに提出してください。
※申告書郵送の有無にかかわらず、また平成24年中に資産の増減がなくても、該当する資産を所有している場
合には、必ず申告をお願いします。
■償却資産とは
　会社や個人で工場や商店などを経営している人が所有し、その事業のために用いることができる資産で、所
得の計算上、損金または経費に算入される次に示したものなどをいいます。
①構築物 ･････････････････ 舗装道路、塀など
②機械および装置 ･････････ 旋

せ ん ば ん

盤、工作機械など
③船舶 ･･･････････････････ 海上および水上運搬具など
④車両および運搬具 ･･･････ ブルドーザーなど（自動車税・軽自動車税が課税されていないもの）
⑤工具・器具および備品 ･･･ 冷暖房設備、自動販売機、陳列ケース、ロッカーなど

　　役場税務課資産税課税係 ☎（295）2112 内線 191･192

事業用の資産をお持ちの人は申告をお願いします

建物の新築・増築・取壊しなどを行った場合はご連絡ください

税務課資産税課税係からお知らせ

相
続
・
遺
言
書
セ
ミ
ナ
ー
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ル
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ン
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』
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集

『
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ス
ク
ラ
ブ
』

会
員
募
集
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入札参加申請書などの配布および受付期間
　受付期間　平成25年１月21日（月）～１月28日（月）午前９時～午後５時（正午から午後１時は除く）
　場　　所　毛呂山町役場５階管財課窓口
　※申請書などの資料については、毛呂山町ホームページからダウンロード可能です。
入札日時および場所
　日　　時　平成25年２月１日（金）午前10時から受付開始、午前10時30分から入札開始（時間厳守）
　場　　所　毛呂山町役場５階501会議室

　　役場管財課財産管理係☎（295）2112 内線 542　 http://town.moroyama.saitama.jp

町有地売払いのご案内

※建物については、無償譲渡とし土地の評価のみの価格となっています。したがって、町として瑕
か し

疵担保など
のいかなる責任も発生しません。また、現状引渡しとなります。（建築年月日　平成３年１月27日新築）

　毛呂山町では、未利用地の有効活用と財源確保を図るため、下記の町有地を一般競争入札により売却するこ
ととし、入札参加の申込みを受け付けます。売払い方法など詳細については、一般競争入札による町有地の売
払い説明書をご覧ください。

地図

所　在 面（土地）積 売払い価格

岩井西
１丁目
10-23

98.75㎡
（登記簿）

3,470,000 円
( 最低入札価格 )
35,100 円／㎡
※建物価格について
は評価 0円とする。

建物１階 49.08㎡
建物２階 49.35㎡
合計 98.43㎡
（登記簿）

物件２（土地・建物付）

地　　　　目 宅地
都市計画区域 市街化区域
用 途 地 域 第１種住居地域
建 ペ イ 率 60％
容 積 率 200％

敷地概要

所　在 面（土地）積 売払い価格
岩井西
２丁目
２-23・
24

114.31㎡
（登記簿）

3,376,000 円
( 最低入札価格 )
29,500 円／㎡

物件１（土地）

地　　　　目 雑種地
都市計画区域 市街化区域
用 途 地 域 第１種住居地域
建 ペ イ 率 60％
容 積 率 200％
現 況 アスファルト舗装

敷地概要 地図

ノロウイルス食中毒・感染症にご注意を！
　　ノロウイルスによる食中毒は冬季に流行し、12月から翌年１月に発生のピークを迎える傾向があります。

ノロウイルスは手指や食品を介して経
け い こ う

口感染し、感染者の嘔
お う と ぶ つ

吐物や糞
ふ ん べ ん

便などから二次感染を起こす場合もあり
ます。１～２日間の潜伏期後、下痢・嘔吐・腹痛などの症状を引き起こします。健康な成人では一般に軽症で
２～３日のうちに回復しますが、免疫力が弱い幼児や高齢者は重症化することがあります。

　◇原因食品
　二枚貝（生カキなど）、ケーキ、サンドウィッチ、サラダなど加熱しないで食べる食品
　◇予防対策
　①ノロウイルスは加熱によって感染性を失うため、食品は中心まで充分加熱することが

　重要です。（中心温度　85℃で１分以上）
　②調理や食事の前、トイレの後はよく手を洗いましょう。
　③調理器具は、よく洗浄・消毒しましょう。
　④ノロウイルスは消毒用アルコールに対して強い抵抗性がありますが、次亜塩素酸ナトリウムによる消毒は有

　効です。台所用塩素系漂白剤などを目的に応じて濃度を調整して使用しましょう。
　⑤糞便や嘔吐物の処理をする場合、マスクや使い捨て手袋を着用しましょう。処理した場所は次亜塩素酸ナト

リウムで消毒を行い、作業後はよく手を洗うよう心がけましょう。

　　　坂戸保健所 ☎ （283）7815
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「住まいの耐震改修工事までの流れ」地震に強い家づくり

①耐震診断を行う
　建物の劣化状況や問題点などを調査し、耐震性能を評価
します。専門家に診断してもらいましょう。
②耐震改修の計画および設計
　耐震診断の結果を受け、修繕の計画や、どれくらいの費
用をかけられるかも併せて検討します。耐震補強計画を作成
し、補強工事を行うための設計を行います。

　　役場まちづくり整備課開発建築係  ☎（295）2112 内線 144・145

企業誘致予定地における、予定建築物の用途を変更しました
　　役場まちづくり整備課都市計画係　☎（295）2112  内線 143
　　役場企画財政課企業誘致担当　☎（295）2112  内線 320

　　毛呂山町では、東部地区と南部地区の市街化調整区域に企業誘致予定地の区域を設定しています。本来、市街
化調整区域では建物の建築が制限されています。しかし、町の条例にて予定建築物の用途を指定することで建築
行為を認めることができます。

　　これまで、毛呂山町では、この二つの地区における予定建築物の用途を「工業施設」としていました。しかし、
昨今の経済状況や産業構造の変化に対応するため、平成24年11月１日より予定建築物の用途を「流通業務・工

東部地区の概要
面　積：約１０．３ha
所在地：毛呂山町大字市場の一部・川角の一部
新しい用途：流通業務・工業施設

南部地区の概要
面　積：約２．３ha
所在地：毛呂山町大字　貫の一部
新しい用途：流通業務・工業施設

　　法第34条は、市街化調整区域の無
秩序な市街化を防止するために開発
行為を立地面から規制するために設
けられた規定です。具体的には、申
請に係る開発行為が34条各号のいず
れかに該当すると認める場合でなけ
れば、都道府県知事等は開発許可を
してはならないとされ、市街化調整
区域で立地できるものを限定してい
ます。

　　町が策定した土地利用に関する計
画に即して、町長が予定建築物の用
途（工業、流通、商業施設）を指定し、
それに適合した開発行為の立地を認
める基準です。

都市計画法第34条（立地基準）とは？

都市計画法第34条第12号（町条例第５条
第１項第１号）（産業系区域指定）とは？

＊＊（参考）根拠法令の解説＊＊

業施設」に変更しました。これに
より、企業誘致を促進します。※
都市計画法第34条第12号（町条
例第５条第１項第１号）

③耐震改修工事の見積もりおよび工事
　施工をするところに見積書の作成を依頼します。詳細な数
量や仕様を記載してもらいましょう。また、トラブルを回避
するために、契約書は必ずかわし、設計図や見積書の内容に
ついて、しっかりと確認しましょう。状況によっては設計図
どおりに工事ができない場合もあります。設計者、工事監理
者と話し合いながら工事を進めましょう。

※耐震診断および耐震改修工事の補助制度などもありますので、事前に、お気軽にお問い合わせください。

　耐震改修工事をすれば、建物は地震に耐えられるようになり、町民の皆さまの命を守ることができます。今
回は、耐震改修工事までの流れをご案内します
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1 月の休館日
　1日　2日　3日　4日　5日　6日
12日13日14日19日20日26日
27日

ペ タ ン ク 21日
声 を 出 す 会 16日
謡 寿 会 15日29日
民 踊 同 好 会 　7日28日

俳 句 の 会 11日25日【季語 初暦(はつご
よみ)、松の内(まつのうち)】

囲碁・将棋の会 　9日11日16日18日23日25日
お 茶 の 会 18日 
茜 会（ お 花 ）28日
ダ ン ス 同 好 会 18日
ぎんれい会 ( 大正琴 ) 18日

三味線・民謡の会 10日17日
手 芸 の 会 　9日23日

カラオケ同好会 　7日21日
（年金受給者協会）25日

吟 友 会 　9日23日
書 道 の 会 　9日23日
舞 わ か ば 会 　9日23日
FD カ ト レ ア 11日25日
健 康 体 操 21日
楓 会 17日
押 し 花 の 会 　7日
桜 扇 の 会 28日
Ｐ Ｃ ク ラ ブ 28日  
光 華 の 会 16日21日

山根荘趣味の会等定例行事

※２月12日㈫～14日㈭に「山根荘バザー」を開催します。ご来場をお待ちしています。
※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。
　　老人福祉センター山根荘☎（294）5545

リサイクル情報
●ゆずりたい品物
・学習机（イス付）（中古・無料）・ダイニングテーブル（イ
　ス６つ付）（中古・無料）・ダイニングテーブル（２人用）
　（中古・無料）・シングルベッド（中古・無料）・スノーボ
　ード（中古・無料）・学習机（中古・無料）・タイヤラック

（無料）・電子ピアノ（無料）・ひな人形５段一式（中古・
無料）・家庭用岩盤浴（中古・有料）

●ゆずってほしい品物
・車イス（有料・相談）・掃除機（相談）・ホッ

トカーペット（相談）・毛布（相談）・地球
儀（無料）

　紹介したい品物がありましたら、お気
軽にお申し込みください。また、交渉が
成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

　・　　役場産業振興課商工観光係
　　　　☎内線 175

　

山
根
荘
は
、
町
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
人
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

広告 広告

日時　１月13日（日）
　　　午後１時30分～（午後０時30分受付）
場所　ウィズもろやま（福祉会館）
対象　平成４年４月２日から平成５年４月１日

までに生まれた人
■対象者には、案内状を送付しましたが、未着ま

たは住民登録のない人で参加を希望する人は、
生涯学習課までご連絡ください。

　　教育委員会生涯学習課学習支援係　
　　☎（295）2112 内線 522

第57回毛呂山町成人のつどい 東日本大震災関連情報掲示板
保育園給食の放射性物質検査について

　町立保育園の給食について、11月の検査では、放射性ヨウ素、
放射性セシウムともに検出されませんでした。
※検出されなかったとは、検査機器で測定できる定量下限値

「10ベクレル」未満であることを示しています。
　　役場子ども課☎内線 137・138

『東日本大震災義援金』へのご協力ありがとうございます
　東日本大震災義援金へ、多くの皆さまから温かいお気持ちを
お寄せいただきまして、ありがとうございます。
　11月30日現在、義援金額 8,170,752 円のご協力をいたいて
おります。引き続き皆さまのご協力をお願いします。
　　日本赤十字社埼玉県支部毛呂山町分区（役場福祉課地域福
　祉係内）☎内線 111・112

学校給食の放射性物質検査について
　学校給食について、11月の検査では、放射性ヨウ素、放射
性セシウムともに検出されませんでした。
※検出されなかったとは、検査機器で測定できる定量下限値

「10ベクレル」未満であることを示しています。
　　学校給食センター☎（294）2242

　12月３日（月）予定されていました緊急地震速報を活用した行動訓練は放送機器の調整不足により中止となり
ました。次回の訓練におきましては、このようなことがないよう万全の体制をとってまいります。
問　役場総務課消防防災係　☎（295）2112 内線 314

行動訓練の中止についてのお侘び
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月
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日
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、
１
月
１
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３
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、
１
月
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広
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越
生
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鹿
下
３
３
８
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６
）
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２
９
２
―
５
９
５
５

施設名 電話番号
12月 1月

26日㈬ 27日㈭ 28日㈮ 29日㈯ 30日㈰ 31日㈪ 1日㈷ 2日㈬ 3日㈭ 4日㈮ 5日㈯

役 場 ☎ (295)2112 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ●

児 童 館 ☎ (295)4111 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○

福 祉 会 館 ☎ (295)3111 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○

山 根 荘 ☎ (294)5545 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

保 健 セ ン タ ー ☎ (294)5511 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ●

総 合 公 園 ☎ (294)7101 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○

中 央 公 民 館 ☎ (294)1250 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

東 公 民 館 ☎ (295)2277 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

図 書 館 ☎ (295)1015 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○

歴 史 民 俗 資 料 館 ☎ (295)8282 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

教 育 セ ン タ ー ☎ (295)0622 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ●

デイサービスセンター ☎ (276)7977 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ●

公 共 下 水 道 組 合 ☎ (294)9333 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ●

公 共 施 設
年末年始の業務案内

◆年末年始の業務内容一覧表◆
※●印は休業日

※休業中のお問い合わせや戸籍などの届け出は、役場☎ (295)2112 で受け付けています。
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法律相談
■弁護士（要予約）
　１月10日㈭、28日㈪
　　13:30～16:00
■行政書士
　１月16日㈬
　　10:00～15:00
場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　☎内線 313
　土地家屋のトラブル、交通事故、
金銭貸借や補償、相続問題など

人権・行政相談
１月10日㈭13：30～16：00
場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係　　
　　☎内線 313
　人権問題、行政に関する苦情
など

心配ごと相談
毎週水曜日10：00～正午
場　所　ウイズもろやま（福祉
会館）

問合せ　社会福祉協議会
　　　　☎ (295)3111
　生活上の悩み、困りごとなど

教育相談
月～金　10:00～16:30
場　所　教育センター
電話相談番号☎ (295)2525
　不登校、いじめ、しつけなど

消費生活相談
　産業振興課では、消費生活全般に関
する相談・情報提供を行っています。
　毎週火曜日10:00～15:00は、消費生活
コンサルタントが相談を受け付けます。
問合せ　産業振興課☎内線 175

日 月 火 水 木 金 土
1 元日 2 3 ４ ５

・官公庁仕事始め ・体育施設２月分
　調整会議
　　総合公園

６ ７ ８ ９ 10 11 12
・２月分総合公園予約日
　　総合公園

・小・中学校授業開始 ・おはなしポッケ
　　図書館→P12

・入間西障害者支援セ
　ンター出張相談会
　　役場相談室→P20

・子育てサロン
　　東公民館

・子ども映画会
図書館→P12

・越生、毛呂山班
　児童生徒美術展
　　中央公民館→P14 

13 14 成人の日 15 16 17 18 19
・成人のつどい
　　ウィズもろやま
（福祉会館）→P24
・消防団出初式
　　越生町中央公民
　館→P14
・越生、毛呂山班
　児童生徒美術展
　　中央公民館→P14
・トレーニング機器説明会
　　総合公園

・ぴょんぴょん広場
　　児童館→P12

・健康づくり教室
　　東公民館→P16

・父親クラブ
　　児童館→P12
・やさしい古文書解
　読講座
　　資料館→P16

20 21 22 23 24 25 26
・もろっこピクニック
　　こども動物自然公園
　→P16

・健康づくり教室
　　東公民館→P16

・おはなしポッケ
　　図書館→P12

・ぴょんぴょん広場
　　児童館→Ｐ12
・切り絵講座

図書館→P12

・健康づくり教室
　　東公民館→P16
・子育てサロン
　　ウィズもろやま
　（福祉会館）

・子育て講演会
　　ウィズもろやま
　（福祉会館）→P16
・おはなし会

図書館→P12

27 28 29 30 31
・解読　毛呂山の歴史
　　歴史民俗資料館→Ｐ16
・休日納税相談・納入窓口
　　役場→P14

・健康づくり教室
　　東公民館→P16

・幼児クラブ火曜
　コース
　　児童館→P12
・大人のためのおは
　なし会
　　図書館→P12

・切り絵講座
図書館→P12

・幼児クラブ木曜
　コース
　　児童館→P12

１月の納期限

国民健康保険税　７期

介護保険料　　　８期

後期高齢者
　医療保険料　　７期

税金・保険料は納
期限内に忘れずに
納めましょう！
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 行事カレンダー１月の

１月の相談コーナー

毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

＝場所

　図書館　　歴史民俗資料館　　児童
館　　町内体育施設（総合公園体育館・
グラウンド、大類グラウンド・ソフト
ボールパーク、川角公園、西戸・川角・
岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク
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乳幼児の予防接種
ＢＣＧ予防接種
麻しん風しん（ＭＲ）予防接種
三種混合
日本脳炎
乳幼児健診※対象者には個別に通知します。
４か月児健診　　
10か月児健診	 　　
１歳６か月児健診　
３歳児健診
つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　１月15日（火）

10：15～11：30（受付は10：00～10：15）
内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流
対　象　３か月～１歳３か月の第一子
２歳児歯科教室
日　時　１月31日（木）

13：10～16：00（受付は13：10～13：20）
対　象　平成22年2月～12月生まれの子
持ち物　母子健康手帳、タオル、歯ブラシ、コップ
　　　　12月25日（火）から（先着40人）

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38☎ 276-1465）は、救
急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

１月の在宅当番医　9:00 ～ 12:00
日にち 医療機関名 専科 住　所 電話
1/		1（祝）市川医院 内科・小児科 越生町越生 981 292-3011
1/		2（水）越生メディカルクリニック 内科 越生町黒岩 199-1 277-1119
1/		3（木）かあいファミリークリニック 内科・外科 越生町上野 1025 299-6222
1/14（祝）根岸内科医院 内科・小児科 下川原 171 295-3959

成人健康相談（心と体の相談）
１月16日（水）　9：00～12：00　　	保健センター
１月30日（水）　9：30～11：30　　	役場ホール
電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9：00～17：00

健康相談

子ども

　
　

個別健康診査（受診は 1年に１回）
実施月　２月　申込み　1月10日（木）～21日（月）
対　象　後期高齢者医療制度の加入者（平成24年９
月末までに加入している人）
内　容　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検
査・医師の診察など
費　用　５００円　定　員　先着25人
手　順　①保健センターに申込み、受診券を受け取る
（受診券は郵送します）。
　②医療機関を選び、健診の予約をして受診する。
　※受診当日は、保健センターから届いたすべての書
　類を医療機関へご持参ください。
場　所　次のなかから１か所を選択
　埼玉医科大学病院健康管理センター、長瀬クリニック、
根岸内科医院、初野医院、毛呂病院、ゆずの木台クリ
ニック、市川医院、越生メディカルクリニック、かあ
いファミリークリニック

検　診

日　時

申込み

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　☎ 049(294)5511

乳・子宮頸
けい

がん検診（受診回数／２年に１回）
　　　　２月３日（日）午前・午後
対　象　乳がん /40歳以上、子宮頸がん /20歳以上
費　用　乳がん /600円、子宮頸がん /500円
　　　　クーポン券がある人は無料です。
申込み　１月７日（月）から受付（定員先着120人）
　　　　当日の受付時間は申込み時にお知らせします。
※生活保護受給世帯の人は無料となりますので、申込み
時にお申し出ください。なお、当日、印鑑と受給者証を
ご持参ください。お子さんの保育スペースもあります。

1月　7日（月）　　	Ｈ24.		8生まれの児
こ

1月　8日（火）　　	Ｈ24.		2生まれの児
1月21日（月）　　	Ｈ23.		6生まれの児
1月23日（水）　　	Ｈ21.		7生まれの児

1月16日（水）　　	　1/　9（水）から
1月10日（木）　　	12/28（金）から
1月15日（火）　　	　1/　8（火）から
1月　4日（金）　　	12/26（水）から

　生活習慣病予防の食生活について、管理栄養士が個
別にご相談をお受けします。
日　時　①1月16日（水）9:00～12:00 　　保健センター
　　　　②1月30日（水）9:30～11:30 　　毛呂山町役場
費　用　無料
申込み　保健センターで受付（電話可）
　　　　※１人20分くらいを目安に予約を取ります。

	母親学級初めてお父さんになる人も歓迎！

日　時　２月13日（水）、22日（金）、３月２日（土）、11日（月）
　　　　13:30～16:00ごろ
対　象　初妊婦
申込み　１月11日（金）から（先着 20人）

栄 養 相 談

	育児学級　身体測定、育児相談

日　時　１月29日（火）13:30～（受付／13:30～14:00）
　　　　　※15分前に整理券配布。希望者に離乳食指導
対　象　乳幼児とその保護者
申込み　１月４日（金）から受付

保健センターからの
お知らせ
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お知らせ

徒然歳時記

長瀬地内より埼玉医大方面を望む
昭和43年２月（森治彦さん提供）

　長瀬地内に広がる畑から埼玉医大方面を写した写真です。写真右
側に写っている藁

わ ら

葺
ぶ

きの家が建て替えられていたり、埼玉医科大学
病院が拡張されたりと当時と現在とは風景も変わっていますが、一
番大きく変わったところといえば、景色のちょうど真ん中を県道が
横切るようになったことではないでしょうか。

人口　35,885 人（−２人）
【男 17,888 人（＋６人）　女 17,997 人（−８人）】
世帯　15,638 戸（＋３戸）
※平成 24 年 12 月１日現在（カッコ）内は前月比

　取材などで町内に出ることが多い時期でしたが、季節
の移り変わりを身をもって体験できる時期でもありまし
た。しかしながら、今年の秋は、あっという間に寒くなっ
てしまい、少し短く感じたのは私だけでしょうか…。（Ｉ）

□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

　あと10日余りで年が変わります。
平成25年の干支は巳。一般的にヘ
ビ年ともいわれます。ヘビといえ
ば、そのニョロっとした外見や毒を
もっている種類もいるため、多く
の人に、あまり好かれていない生
き物ではないでしょうか。ギリシャ
神話などでも見た人を石に変えて
しまうメドゥーサという怪物の髪の毛はヘビでした。日
本の神話でもヤマタノオロチ（八岐大蛇）という八つの
頭をもったヘビが登場しますが、若い娘を食べてしまう
ことで退治されました。
　一方、ヘビは古来より神格化されたり、信仰の対象に
もなっています。ヘビは豊穣や生命力の象徴として、ま
た神の使いとしても崇

あが

められてきました。世界保健機関
（ＷＨＯ）は、ヘビを生命力の象徴とするギリシャ神話を
由来としてヘビと杖をそのマークに使っています。また、
日本でも言い伝えとして、脱

だ っ ぴ

皮したヘビの皮を財布の中
に入れておくとお金が溜まるといわれました。また、ヘ
ビを神様として奉っている地域もあります。
　「蛇

じゃ

の道はへび」、「薮
やぶ

をつついて蛇を出す」、「蛇ににら
まれた蛙」など、ことわざや故事にもよく使われている
ヘビは、良くも悪くも昔から私たちの生活に溶け込んで
いる生き物とも言えるのではないでしょうか。ただし、
日本にもハブに代表される毒のある種類が多く生息して
いるのも事実。蛇足ではありますが、迂

う

闊
かつ

に触らないよ
うに気をつけましょう。

巳

昭和６０年代ごろまでの昔
の写真を募集しています。
ご提供いただける方は、役
場秘書広報課広報広聴係
☎ ( ２９５) ２１１２内線
３３２までご連絡ください。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

　・　　役場秘書広報課☎（295）2112 内線 332
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　宇田万
ま ゆ か

結圭ちゃん
　　（２歳５か月）
　歌とダンスが大好
き！　ときどき、仕
草も口癖もママそっ
くりの小さなママに

変身してお手伝いもしてくれる、お話が得意な
女の子。家族を笑顔で元気にしてくれています。

　加藤　結
ゆ な

菜ちゃん
　　（4 歳 11 か月）
　オシャレが大好き
な女の子。1 日に 2
～ 3 回、着替える事
もあり、かわいい洋

服には目がない。これから先が、どうなること
やら…。

現在の風景
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